




105 1　ݴ಄ר

「東ാ記೦ؗ」はࡾ重県೶ڀݚۀ所（দخࢢࡕ໺川北町）

の中にあり，そこに故東ാਫ਼一（東ژ大学໊༪ڭत）ത࢜に

関わるࢿྉがอ؅されていた。このࢿྉは，学ڀ的に高いՁ

஋があるものや，ر少的Ձ஋のあるものが多͘，東ാਫ਼一ത

࢜が೶ۀ関܎者をは͡め多͘の人ʑに活༻されることをئい

重県図ࡾྉの大൒はࢿଃされたものである。現在，これらد

ॻؗにҠ؅（1996 年）され東ാਫ਼一関ࢿ܎ྉとして別ஔさ

れ，目࿥が࡞੒されている。

東ാਫ਼一ത࢜は，1899 年にࡾ重県一܊ࢤ豊地ଜ大ࣈҪ೭

上（現ɿদخࢢࡕ໺Ҫ೭上町）の中ݎ地ओ（෕ɿ٢೭ॿ，母ɿ

๕ࢠ）の௕உとして生まれた。൴は，豊地小学ࡾ，ߍ重県ཱ

ୈ一中学ߍからୈീ高౳学ߍをܦて，東ژ大学೶学෦に進学。

1922 年にଔۀし，192� 年に東ژ大学೶学෦のॿڭतになっ

た。アϝリカ・υイπにཹ学し，その࣌シϡϜペʔλʔڭत

にࣄࢣし，近୅ࡁܦ学の学問的方๏を学んだ。1933 年にڭ

तとなり，೶ࡁܦۀ学の体系化に౒めた。1936 年にത࢜࿦

จ「日本೶ۀのల開過ఔ」を著し，೶ۀとࡁܦを結びつけ，

೶ۀのಈ態的変化をࡁܦ変ಈとして分析した。このॻは日本

のࡁܦ分໺では，現在でもಥग़したෆٺの໊࡞として有໊で

ある。

また，ୈೋ次大ઓ後はୈ一次٢ా಺ֳ΁のೖֳを要੥され

たもののҾきडけなかったというΤϐιʔυもあるが，൴の

学問的ۀ੷と人ฑから，੓ք・ࡒքとのܨがりもਂ͘೶ྛ

本問題調査ձや೶੓৹ٞձのձ௕として，ઓ後の೶੓جۀړ

や೶جۀ本๏の੍定に大きな໾ׂを果たした。以降，೶ྛল

೶ۀ૯߹ڀݚ所所௕（初୅），ถՁ৹ٞձ௕，೶ྛਫ産ٕज़

ձٞ௕，アジアڀݚࡁܦ所௕，ޥ෵学園௕，「日本೶ۀ年ؑ」

؂म者，「日本೶ۀ発ୡ史」؂म者，その他数多͘の೶ۀ団

体の理ࣄやސ問౳多͘の公຿や要৬にबかれた。

重ࡾ体੍のཱ֬とࣄ重県੓との関わりとしては，ా川知ࡾ

県ࣾձڀݚࡁܦηンλʔのઃཱがあ͛られる。特に，ࡾ重県

ࣾձڀݚࡁܦηンλʔઃཱ࣌の 19�� 年 5 月にはηンλʔの

ձ௕となり，υイπཹ学࣌にシϡϜペʔλʔڭतにઌにࣄࢣ

していた中ࢁ伊知࿠ത࢜（ࡾ重県ग़身）をސ問にটᡈし，ࣗ

由なػڀݚ関として県੓ৼڵに౒ྗした。東ാਫ਼一ത࢜は，

೶ۀやࡁܦに関する豊かな知識とஆかい人間味とのバランε

のऔれた人ฑが効果的に࡞༻していたձ௕であったとݴわれ

ている。196� 年に学࢜Ӄձһとなり，1980 年に೶ࡁܦۀ

分໺で初めてのจ化܄ষをडষされている。

県΁のدଃのいきさつは，19�0 年౰࣌，「೶ݧࢼۀ৔」「ࢋ

໺町川北（現ɿخ܊ࢤを統߹して，一「৔ݧࢼச産」「৔ݧࢼۀ

দخࢢࡕ໺川北町）を本所としたࡾ重県೶ٕۀज़ηンλʔ

（現ɿࡾ重県೶ڀݚۀ所）が発଍し，同一ෑ地಺に೶ۀに関

するڭ・ٴී・ڀݚݧࢼ育の֤૊৫も統߹し，ࡾ重県ܦӦݚ

म所をҠసしࡾ重県೶ܦۀӦ大学ߍ（現ɿࡾ重県೶ۀ大学ߍ）

もݐઃするという，ڭ・ٴී・ڀݚݧࢼ育の一体化が県೶ۀ

੓ࡦとしてࣔされたところから࢝まっている。19�1 年に「೶

Ңܦଃされたというد重県にࡾ，ઃされݐ図ॻؗ」としてۀ

がある。「೶ۀ図ॻؗ」のઃ計は東ാਫ਼一ത࢜のఋでݐஙઃ

計Ոのࢯࡾݠによるもので，ݹい࣌୅の伊੎ฏ໺のయ型的な

೶Ո（かや෪き԰ࠜ）の形を໛してݐてられたものである（同

年に中෦ݐங৆をड৆）。ؗの໊称については౰初「ࢿྉؗ」

として，「東ാ」໊は一੾࢖༻しないこととされたが，ത࢜

が 1983 年（8� された後，遺଒のྃ解のもと「東ڈ੦（࠽

ാ記೦ؗ」とし，௕͘その໊を残すこととなった。

巻　　頭　　言

ެӹஂࡒ๏ਓ೔ຊ২෺ௐઅڠڀݚࡎձɹཧࣄ
౦ւࢧ෦௕
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೉๷আࡶ૲Ϛϧバϧί΢๷আ
のͨΊのେ౾඼छʮ͖͋·Ζʯ
ܥഓମ࠿൩೻ܣڱ

೶ߏػݚ
੢೔ຊ೶ڀݚۀηϯλʔ
Ӧ೶ੜ࢈ମྖڀݚܥҬ

Ԟ໺　ྛଠ࿠

͸͡Ίʹ

近年，中ࠃ地方の中ࢁ間地域のਫా
స׵ാでの大豆栽培において「マϧバ
ϧί΢」，「マϝアαΨオ」などのؼ化
アαΨオ類の発生がݦ著になってきて
おり，これらの難๷আ雑草の発生は࣪
とならびこの地域で大豆ऩྔを௿下֐
さͤるओ要な要Ҽとなっている。これ
らの地域では೶ࣄैۀ者の高ྸ化に൐
い集མӦ೶๏人΁ะ৔が集ੵし，༻ਫ
のརศ性のѱいะ৔に大豆の栽培がݻ
定化する޲܏にある。ݧࢼを実ࢪした
๏人のะ৔でも多͘のะ৔で大豆の連
，やࢪが続いており，ଯංの連༻の実࡞
ほ΅す΂てのะ৔を同一ػցでۀ࡞す
ることから「マϧバϧί΢」をओとす

るアαΨオ類が広がってきており，ऩ
֭をஅ೦するะ৔もい͘つか存在して
いる（図 -1）。

この地域の大豆の栽培体系では，
ͪΐうどകӍにあたる 6 月中下旬にඪ
४の೻種期をܴえ，೻種後の降Ӎ౳に
よるබཱͪෆྑが発生するため，࡞෺
でのඃ෴による後発雑草の発生を཈੍
する効果がे分ಇいていないことも雑
草が૿加している要Ҽと考えられる。

೶ߏػݚ中ԝ೶ڀݚۀηンλʔで
は，これまでにؼ化アαΨオ類のܹ発
ะ৔において 60DN ৚間で中ߞ培土
とつり下͛ノズϧによるܪ葉ॲ理ࡎの
間ॲ理を含むܣ 3 ճのআ草ࢄࡎ布を
行う体系と，ܹ発にはࢸっていない
ะ৔を対象としたよりলྗ化された
30DN ৚間でআ草ࡎ 2 ճの๷আ体系が

ࣔされている（中ԝ೶2012 ݚ）。
これに対し，われわれはะ৔のഉਫ

と地下ᕲᕱを両ཱする地下ਫҐ੍ޚシ
εςϜ（以下ϑΥアεと記す）をಋೖ
し，晩೻ద性の高い大豆品種「あきま
ろ」の 30DN ৚間で晩೻栽培を行い，
これに，つり下͛ノズϧによるܪ葉ॲ
理ࡎのܣ間ॲ理を含む 3 ճのআ草ࡎ
布による難๷আ雑草๷আを行う栽培ࢄ
体系をߏஙした（٦ら 201�）。ここ
では，本栽培体系について，大豆のऩ
ྔ性および雑草๷আ効果を現地ݧࢼに
おいて実ূした結果を঺հする。

�. ೉๷আࡶ૲๷আのͨΊ
ʹ用͍Δٕज़

を行った現地ะ৔は，「マϧバϧݧࢼ
ί΢」，「マϝアαΨオ」，「オオオナモ
ϛ」，「アϝリカηンμンάα」౳多͘
の雑草が発生しており，ݧࢼを実ࢪし
たલ年は大豆のऩ֭をஅ೦したะ৔で
ある（図 -1）。この中でもऩ֭࣌に問
題となり༏ઌして広がっている「マϧ
バϧί΢」をओ要な๷আの対象とした。

既存の੒果によると難๷আ雑草であ
るؼ化アαΨオ類の๷আについては，
大豆のබཱͪを҆定さͤ，大豆による
ඃ෴によりর౓が 50ˋ以下になる期
間までの๷আを行うことがඞ要とされ
ており，র౓が 50ˋとなる࣌期とい
うのは，大豆の草高が৚間と同͡高さ
になることが目҆とされている。つま
り，大豆のग़ժ，初期生育を҆定さͤ，
早期に地ද面をඃ෴さͤ，৚間と草高
が同͡になるまで೗Կにしてマϧバϧ

図 ૲ʹ෴ΘΕͨେ౾ะ৔ࡶ　�-
ൃੜࡶ૲ɿϚϧバϧί΢，ϚϝΞαΨΦ，ΦΦΦナϞϛ，ΞϝϦΧηンμンάα，ΦΦΠψλσ，ϗιΞ
ΦήΠτ΢

発生雑草：マルバルコウ、マメアサガオ、オオオナモミ，アメリカセンダングサ，
オオイヌタデ，ホソアオゲイトウ等

図-1 雑草に覆われた大豆圃場
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注）圃場にはいずれもフォアスを設置、播種日は2014年：7月24日、
2015年：7月21日

年次 区 条間×株間 出芽本数 出芽率 成熟期 倒伏角度 最下着莢高 坪刈収量 コンバイン 収量
(cm) (本/m2) (％) (月日) （°） (cm) (kg/10a) (kg/10a)

密植 30×11 26.2 86.5 11.12 54.9 21.8 400 256

標植 30×19 16.9 96.5 11.13 44.5 16.6 379 210

密植 30×11 24.2 79.9 11.13 43.4 16.3 400 229

標植 30×19 15.1 86.3 11.14 40.7 16.1 357 147

密植 30×11 26.2 78.8 11.07 73.9 25.5 384 218

密植 30×11 24.2 70.1 11.09 45.3 21.9 324 219

2014

2015

⾲-1 ᬌ᧛での཰㔞ࠖࢁࡲࡁ࠶ࠕ

ί΢を๷আするかが問題となる。
まず，ग़ժ・බཱͪの҆定化のため

のٕज़として，本体系ではകӍ明け後
の晩೻栽培とϑΥアεのར༻を行って
いる。また，品種には೶ߏػݚ੢日本
೶ڀݚۀηンλʔで育੒した晩೻ద性
が高い「あきまろ」を࢖༻して晩೻で
のऩྔの௿下を๷いでいる。

	�
 େ౾඼छʮ͖͋·Ζʯの൩೻ڱ
ഓ࠿২ີܣ

大豆ではඪ४の೻種࣌期より遅͘な
るにैいऩྔがݮ少する޲܏にあり，
晩೻ではऩྔ௿下が見ࠐまれるが，今
ճ࢖༻した大豆品種「あきまろ」は晩
生の品種で，現地で栽培されている大
豆品種「ανϢλカ」に͘ら΂೻種࣌
期の遅れによるऩྔ௿下΁のӨڹが小
さい。また，「あきまろ」は，࠷下Ґ
のᣛがண生するҐஔが高いためίンバ
インऩ֭࣌のמり残しによるロεが少

ない。本栽培体系では中ࠃ地方の中ࢁ
間地域でඪ४とされる 6 月中下旬ࠒ
の೻種࣌期より໿ 1 ヶ月後の � 月中
下旬のകӍ明け後に೻種を行う。さら
に雑草の要๷আ期間を୹͘するため，
ං೻種により৚間ࢪ同࣌ىߞ 30DN 
のີ植で栽培することで大豆による早
期の地ද面のඃ෴を図る。また「マϧ
バϧί΢」は大豆の生育中も৽し͘ग़
ժして͘るが，晩೻を行うと೻種の際
に，それ以લに発生した雑草が一౓リ
ηットされるため，࠷ऴ的に大きな
雑草個体が残りに͘͘なることにつ
いても，晩೻のར点として考えてい
る。晩೻を行うことでऩྔの௿下が
೦されるが，これについては晩生のݒ
大豆品種「あきまろ」をີ植で栽培す
ることによりܰݮする。ද -1 に現地
実ূݧࢼにおける「あきまろ」の晩೻
植࣌のऩྔをࣔす。੒ख़期࣌点ີܣڱ
での౗෬がݒ೦されるものの，ग़ժ数

໿ 25 本 �ᶷのີ植
栽培でίンバイン
ऩ֭࣌でも 218 ～
256kg�10a であり，
現地のฏۉऩྔと
比΂ても多ऩが得
られている。

	�
 ϑΥΞεʹΑ
ΔകӍ໌͚ޙのබ
ཱͪ҆ఆ

ϑΥアεは，೶ݚ
ύσΟ（ג）とߏػ
所で開発したڀݚ
ഉਫと地下ᕲڎ҉

ᕱの両方をՄೳとするシεςϜであ
る。10N ຖにຒઃする多޸ύイϓに
よるװઢύイϓとこれらをࢧ͙ܨઢύ
イϓ，װઢύイϓに௚交し 1N 間隔
で޻ࢪするิॿ޸（஄ؙ҉ڎ），װઢ
ύイϓの༻ਫଆに઀続するਫҐ؅理ث
とഉਫଆに઀続するਫҐ੍ثޚからな
る。ਫҐ؅理ثとਫҐ੍ثޚのઃ定に
より，ᕲᕱ，ഉਫの両方に࢖༻できる
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け後の晩೻を行うと，೻種後のׯばつ
によりग़ժෆྑや生育ෆྑが૝定され
る。これについて 
 ϑΥアεのᕲᕱػ
ೳを༻いてग़ժබཱͪを҆定さͤる。
ϑΥアεを༻いたᕲᕱの৔߹，土৕が
いったん͘סと通常のਫҐઃ定による
地下ᕲᕱではᕲਫϜラが生͡ることが
ある。これについては 
 ೻種後の土৕
のס૩が૝定される৔߹には，೻種લ
に一౓，地ද面近͘まで地下ਫҐを上
͛た後，30DN までਫҐを下͛ること
で，土৕ਫ分むらがな͘なりබཱͪが
҆定する（図 -2，஛ాら 2013）。

	�
 আ૲ࡎ๷আମܥ

大豆೻種後の๷আについては，೻種
௚後の土৕ॲ理ࡎ（ジϝςナϛυ・リ
χϡロンೕࡎ），大豆 2 葉期のબ୒性
とキザロࡎϕンλκンӷ）ࡎ葉ॲ理ܪ
ϗッϓΤνϧਫ࿨ࡎ）の全面ࢄ布およ
び大豆 5 葉期のඇબ୒性ܪ葉ॲ理ࡎ

（άϧϗシネʔトӷࡎ）のつり下͛ノ
ズϧによるܣ間ג間ࢄ布をそれͧれద
期に行う（図 した土৕ॲ理༺࢖。（3-
は「マϧバϧί΢」に対しての๷আࡎ

効果がೝめられないもの
の他の雑草を཈え，以降の
๷আの際のॿけになる。大
豆 2 葉期には「マϧバϧ
ί΢」のϕンλκンӷࡎで
枯死できる葉ྸを௒えてい
る৔߹もあるが，それでも
生育が཈੍されることで，
大豆 5 葉期のඇબ୒性আ
草ࡎによる๷আまで雑草の
生育を遅らͤる効果がೝめられる。こ
こで，大豆 2 葉期，大豆 5 葉期の֤
でొ࿥ࡎ布ద期は，それͧれのࢄのࡎ
された೶ༀ࢖༻๏での࠷も早い࣌期に
あたり，「マϧバϧί΢」の๷আのた
めにはこれらのϐンϙイントでの๷আ
がඞ要となる。また，つり下͛ノズϧ
によるܣ間ג間ࢄ布では೶ༀొ࿥上ج
本的には大豆の本葉にかけてはいけな
い。「あきまろ」はこの本葉高のҐஔ
が高いため，つり下͛ノズϧの෾ޱの
Ґஔを高͘ઃ定できるར点がある。本
実ূݧࢼの৔߹は෾ޱを地上 15DN
にઃ定してࢄ布を行っている。

図 -� は現地の雑草多発ะ৔での本

体系での๷আݧࢼ結果であり，土৕ॲ
理ࡎと大豆 2 葉期のબ୒性ܪ葉ॲ理
大豆，ࡎ 5 葉のඇબ୒性ܪ葉ॲ理ࡎ
のࢄ布を行うことで，「マϧバϧί΢」
の多発するะ৔であってもほ΅完全な
๷আがՄೳであった。また，現地׳行
の土৕ॲ理ࡎ 1 ճのみの๷আに͘ら
΂，今ճの栽培体系で雑草が๷আで
きることにより，໿ 2 ഒのऩྔが期
଴できることがわかる。ただし 
 図 -�
ではこの 3 ճの๷আから大豆 2 葉期
のબ୒性ܪ葉ॲ理ࡎをলいても大豆の
ऩྔはほとんど変わっていないが，ఱ
ީ౳によりద期ࢄ布ができないՄೳ性
やऩ֭࣌に残った「マϧバϧί΢」が
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作物 現地慣行① 晩播体系②

項目 サチユタカ標播 あきまろ晩播

生産費（kg/10a） 125 231 106

販売単価(60㎏) 8,400 8,400 0

戦略作物助成 35,000 35,000 0

畑作物の直接支払 23,938 44,237 20,299

販売粗収益 76,438 111,577 35,139

種苗費 4,736 5,184 448

肥料費 7,170 7,170 0

農薬費 7,287 10,511 3,223

燃料費 1,886 2,020 134

諸材料費 368 725 357

土地改良及び
水利費

0 0 0

賃借料及び料金 2,011 2,532 521

物件税及び
公課諸負担

1,141 1,141 0

建物費 697 604 -93

農機具費 19,136 24,890 5,754

費用合計 44,433 54,777 10,344

所得 32,004 56,800 24,796

②－①

（円/10a)　　　　　ද -�　ʮ͖͋·Ζʯ൩೻ମܥͷऩӹੑ　　	ԁ ���B）

‌ ஫ 1）大豆数ྔ෷は 2 ౳ 3 ౳֤ 50ˋとして計ࢉしている。
  2）  生産අは現地ݧࢼ対象๏人にجづいており，৽体系には૿加

するࢿ材，ػցが加ࢉされている。
  3）  現地׳行の୯ऩ 125ᶵ �10a は統計஋を༻いており，2010 ～

201� 年の 5 年ฏۉ（中ࠃ地域）であり現地୯ऩより多い。
  �）  ೶ػ۩のݻ定අは，現地׳行では上記๏人 2012 年のܦӦن

໛（໿ 8�Ia）に，晩೻体系では 201� 年のܦӦن໛（103Ia）
にجづいてࢉग़している。

  5）地下ਫҐ੍ޚシεςϜのঈ٫අは含んでいない。
  6）ここでの所得はૈऩӹʵ෺材අとした。
  �）  他には公՝諸ෛ୲のݻ定අ分として׳行で 988 ԁ �10a，৽体

系で 85� ԁ �10a があるがলུした。
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け後の晩೻を行うと，೻種後のׯばつ
によりग़ժෆྑや生育ෆྑが૝定され
る。これについて 
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ೳを༻いてग़ժබཱͪを҆定さͤる。
ϑΥアεを༻いたᕲᕱの৔߹，土৕が
いったん͘סと通常のਫҐઃ定による
地下ᕲᕱではᕲਫϜラが生͡ることが
ある。これについては 
 ೻種後の土৕
のס૩が૝定される৔߹には，೻種લ
に一౓，地ද面近͘まで地下ਫҐを上
͛た後，30DN までਫҐを下͛ること
で，土৕ਫ分むらがな͘なりබཱͪが
҆定する（図 -2，஛ాら 2013）。
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χϡロンೕࡎ），大豆 2 葉期のબ୒性
とキザロࡎϕンλκンӷ）ࡎ葉ॲ理ܪ
ϗッϓΤνϧਫ࿨ࡎ）の全面ࢄ布およ
び大豆 5 葉期のඇબ୒性ܪ葉ॲ理ࡎ

（άϧϗシネʔトӷࡎ）のつり下͛ノ
ズϧによるܣ間ג間ࢄ布をそれͧれద
期に行う（図 した土৕ॲ理༺࢖。（3-
は「マϧバϧί΢」に対しての๷আࡎ

効果がೝめられないもの
の他の雑草を཈え，以降の
๷আの際のॿけになる。大
豆 2 葉期には「マϧバϧ
ί΢」のϕンλκンӷࡎで
枯死できる葉ྸを௒えてい
る৔߹もあるが，それでも
生育が཈੍されることで，
大豆 5 葉期のඇબ୒性আ
草ࡎによる๷আまで雑草の
生育を遅らͤる効果がೝめられる。こ
こで，大豆 2 葉期，大豆 5 葉期の֤
でొ࿥ࡎ布ద期は，それͧれのࢄのࡎ
された೶ༀ࢖༻๏での࠷も早い࣌期に
あたり，「マϧバϧί΢」の๷আのた
めにはこれらのϐンϙイントでの๷আ
がඞ要となる。また，つり下͛ノズϧ
によるܣ間ג間ࢄ布では೶ༀొ࿥上ج
本的には大豆の本葉にかけてはいけな
い。「あきまろ」はこの本葉高のҐஔ
が高いため，つり下͛ノズϧの෾ޱの
Ґஔを高͘ઃ定できるར点がある。本
実ূݧࢼの৔߹は෾ޱを地上 15DN
にઃ定してࢄ布を行っている。

図 -� は現地の雑草多発ะ৔での本

体系での๷আݧࢼ結果であり，土৕ॲ
理ࡎと大豆 2 葉期のબ୒性ܪ葉ॲ理
大豆，ࡎ 5 葉のඇબ୒性ܪ葉ॲ理ࡎ
のࢄ布を行うことで，「マϧバϧί΢」
の多発するะ৔であってもほ΅完全な
๷আがՄೳであった。また，現地׳行
の土৕ॲ理ࡎ 1 ճのみの๷আに͘ら
΂，今ճの栽培体系で雑草が๷আで
きることにより，໿ 2 ഒのऩྔが期
଴できることがわかる。ただし 
 図 -�
ではこの 3 ճの๷আから大豆 2 葉期
のબ୒性ܪ葉ॲ理ࡎをলいても大豆の
ऩྔはほとんど変わっていないが，ఱ
ީ౳によりద期ࢄ布ができないՄೳ性
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作物 現地慣行① 晩播体系②

項目 サチユタカ標播 あきまろ晩播

生産費（kg/10a） 125 231 106

販売単価(60㎏) 8,400 8,400 0

戦略作物助成 35,000 35,000 0

畑作物の直接支払 23,938 44,237 20,299

販売粗収益 76,438 111,577 35,139

種苗費 4,736 5,184 448

肥料費 7,170 7,170 0

農薬費 7,287 10,511 3,223

燃料費 1,886 2,020 134

諸材料費 368 725 357
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0 0 0

賃借料及び料金 2,011 2,532 521

物件税及び
公課諸負担

1,141 1,141 0

建物費 697 604 -93

農機具費 19,136 24,890 5,754

費用合計 44,433 54,777 10,344

所得 32,004 56,800 24,796
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  2）  生産අは現地ݧࢼ対象๏人にجづいており，৽体系には૿加

するࢿ材，ػցが加ࢉされている。
  3）  現地׳行の୯ऩ 125ᶵ �10a は統計஋を༻いており，2010 ～

201� 年の 5 年ฏۉ（中ࠃ地域）であり現地୯ऩより多い。
  �）  ೶ػ۩のݻ定අは，現地׳行では上記๏人 2012 年のܦӦن

໛（໿ 8�Ia）に，晩೻体系では 201� 年のܦӦن໛（103Ia）
にجづいてࢉग़している。

  5）地下ਫҐ੍ޚシεςϜのঈ٫අは含んでいない。
  6）ここでの所得はૈऩӹʵ෺材අとした。
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ίンバインにབྷみつ͘などのۀ࡞ೳ཰
の௿下を考えると 3 ճの๷আを行う
体系が๬ましいと考える。

�ɽܦӦධՁ

今ճ現地実ূݧࢼを行った東広島ࢢ
にある " 集མӦ೶๏人（ܦӦ面ੵ໿
100Ia，大豆࡞෇面ੵ໿ 1�Ia）にお
けるܦඅの実੷஋にجづいたܦӦධՁ
によれば，本体系により，種බඅ，೶
ༀඅやػցඅ౳が૿えるものの，ऩྔ
やิॿۚ౳の૿加により，所得が 10a
あたり໿ 25 ઍԁ૿加する（ද -2）。
ただし，この所得はϑΥアεの年間の
ঈ٫අである໿ 20 ઍԁ �10a（੢日
本೶201 ݚ�）をআいたものである。
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し，雑草が問題となるะ৔を本体系ࢪ

で行う。これにより，೻種期間を௕͘
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͓ΘΓʹ
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�. &1'�&1'- ϖϓνυൃݟ
のܦҢ

植෺の੒௕や生理ঢ়態を調節する෺
質としては，オʔキシンが特に͘ݹか
ら知られている。他にもαイトカイχ
ンやジϕϨリンなどの௿分ࢠ性の୅ँ
化߹෺が植෺の੒௕を੍ޚする෺質と
して͘ݹから知られ，植෺ϗϧモンと
૯称されてきた。それに加えて，近年
多͘のペϓνυ性分ࢠが植෺の様ʑな
ଆ面を੍ޚしている෺質として次ʑと
同定されており，植෺ϗϧモンとして
ೝ知されてきている。

植෺ϗϧモンの発見のܦҢとして
オʔキシンのྫをड़΂ると，植෺のժ
生えがޫに޲かってۂがるという生理
現象をҾきىこす分ࢠを୳ࡧする中
で，インυʔϧਣࢎがオʔキシンの実
体として同定されるにࢸった。他の多
͘の௿分ࢠ性の植෺ϗϧモンも，特定
の生理現象をҾきىこす分ࢠ実体を୳
することで発見されてきた。それにࡧ
対して，近年見つかってきたペϓνυ
性の植෺ϗϧモンは，生体಺に存在す
るらしい分ࢠをまずήノϜ৘報から༧
測し，その生理活性を調΂ることによ
り分ػࢠೳが解明されるという，௿分
のखॱで発見さٯ性のϗϧモンとはࢠ
れたものが多い。その背景としては，
21 にೖってര発的に進าしたήلੈ
ノϜ科学や生命৘報科学によって，ػ
ೳは未解明だが生体಺で߹੒されてい
そうなペϓνυのアϛノࢎ഑ྻが次ʑ
とσʔλϕʔεに記ࡌされていったこ

とが͛ڍられる。このಈきはさらに加
଎౓的に進んでいるため，今後も৽た
な植෺の調節෺質としてペϓνυ性分
。が発見されると期଴されるࢠ

άϧʔϓでは，こうڀݚたͪのࢲ
したペϓνυの 1 άϧʔϓであり，
&1*%&3."- 1"TT&3/*/( '"$T03� 
&1*%&3."- 1"TT&3/*/( '"$T03-
-*,&	ུして&1'�&1'-
と呼称される，
群ࢠ性を持つ分ࣅいに比較的高い類ޓ
の生理ػೳの解析を進めてきた。この
ペϓνυは広ൣな཮上植෺種が持って
いることはわかっている（Takata ら 
2013）が，ػೳがわかっているのは
ओにシロイψナズナの&1'�&1'-の一෦
である。&1'�&1'- のうͪ࠷初にػ
ೳが解明されたのはシロイψナズナ
の &1'1 というペϓνυで，&1'1 は
葉の気޸の数をݮらす活性を持ってい
た 	Hara ら 200�
。シロイψナズナ
には &1'�&1'- άϧʔϓのペϓνυ
が 11 個存在するが，この中で &1'1
の他に &1'2 と &1'-9（ST0."(&/
という໊લでも知られる）も，気޸の
数を調節する活性があることが明らか
と な っ た 	Hara ら 2009� SugaOP ら 
2010� ,POEP ら 2010
。また，&1'-�
と &1'-6 にはܪのৎを৳ばす໾ׂ
があることもわかった（6DIJEa ら
2012）。しかしシロイψナズナの残
りの &1'�&1'- と，他の植෺の &1'�
&1'- については詳しいػೳがわかっ
ていなかったのだが，それらのうͪの
1 つ &1'-2 について，࠷近ࢲたͪは
その໾ׂを明らかにすることに੒ޭし
たので（TaNesIJge ら 2016），本稿

ではその಺容を֓説しつつ関連分໺の
知見も߹わͤて঺հする。本稿を通͡
て，&1'�&1'- ペϓνυのڀݚととも
に，葉をྫにして植෺の形態のڀݚの
ັྗも伝えることができれば޾いであ
る。

�. &1'-� ϖϓνυͱड༰
ମ &3G ʹΑΔ葉のΪβΪ
βʢ鋸歯ʣのൃੜ੍ޚ

現在，シロイψナズナについては
様ʑな遺伝ࢠがഁյされた変異体がऩ
集され，ࠃ際リιʔεηンλʔにอ؅
されており，それらの種ࢠをࣗ由に
にར༻できる。&1'-2ڀݚ をίʔυ
する遺伝ࢠがഁյされた変異体（HSfl�

変異体）もリιʔεηンλʔに存在
していたため，ࢲたͪはその種ࢠを
औりͤدて໺生גと比較することで
&1'-2 のػೳを調΂ることにした。
その結果，植෺体全体の੒௕଎౓や
ູ性に大きな変化は見られなかった
が，葉の形態にݦ著なҧいが見られ
た。໺生型のシロイψナズナඪ४系統

（$PMuNCJa
 では葉のपԑ෦にࣃڒと
呼ばれるΪザΪザ形態が見られるが，
HSfl� 変異体の੒ख़した葉には明֬な
らか׈が見られず，葉のपԑ෦はࣃڒ
であった（図 -1）。一方で，HSfl� 変異
体の葉を，その発ୡが࢝まったばかり
のඇ常に小さい࣌期に観察すると，そ
のपԑには小さなΪザΪザが見られた

（図 -2）ため，ࣃڒの形੒の初期過ఔ
（ΪザΪザの஀生）はਖ਼常に進むもの
の，その後にࣃڒが大き͘੒௕するに
は &1'-2 ペϓνυがඞ要となると考

԰େֶݹ໊
τϥϯεϑΥʔϚςΟϒੜ໋෼ڀݚࢠॴ
ଧా　௚ߦ

ԣ඿ཱࢢେֶ ໦ݪੜ෺ֶڀݚॴ
ᗣॏ　֮࠽



111�　植調　Vol.51, No.4(2017)

২෺の༿ΛΪβΪβʹ͢Δ
෺࣭&1'-�のൃݟ

԰େֶݹ໊
ɹτϥϯεϑΥʔϚςΟϒੜ໋෼ڀݚࢠॴ
ϫγϯτϯେֶੜ෺ֶ෦
ɹϋϫʔυώϡʔζҩֶڀݚॴ
ௗࢠܒ　ډ

�. &1'�&1'- ϖϓνυൃݟ
のܦҢ

植෺の੒௕や生理ঢ়態を調節する෺
質としては，オʔキシンが特に͘ݹか
ら知られている。他にもαイトカイχ
ンやジϕϨリンなどの௿分ࢠ性の୅ँ
化߹෺が植෺の੒௕を੍ޚする෺質と
して͘ݹから知られ，植෺ϗϧモンと
૯称されてきた。それに加えて，近年
多͘のペϓνυ性分ࢠが植෺の様ʑな
ଆ面を੍ޚしている෺質として次ʑと
同定されており，植෺ϗϧモンとして
ೝ知されてきている。

植෺ϗϧモンの発見のܦҢとして
オʔキシンのྫをड़΂ると，植෺のժ
生えがޫに޲かってۂがるという生理
現象をҾきىこす分ࢠを୳ࡧする中
で，インυʔϧਣࢎがオʔキシンの実
体として同定されるにࢸった。他の多
͘の௿分ࢠ性の植෺ϗϧモンも，特定
の生理現象をҾきىこす分ࢠ実体を୳
することで発見されてきた。それにࡧ
対して，近年見つかってきたペϓνυ
性の植෺ϗϧモンは，生体಺に存在す
るらしい分ࢠをまずήノϜ৘報から༧
測し，その生理活性を調΂ることによ
り分ػࢠೳが解明されるという，௿分
のखॱで発見さٯ性のϗϧモンとはࢠ
れたものが多い。その背景としては，
21 にೖってര発的に進าしたήلੈ
ノϜ科学や生命৘報科学によって，ػ
ೳは未解明だが生体಺で߹੒されてい
そうなペϓνυのアϛノࢎ഑ྻが次ʑ
とσʔλϕʔεに記ࡌされていったこ

とが͛ڍられる。このಈきはさらに加
଎౓的に進んでいるため，今後も৽た
な植෺の調節෺質としてペϓνυ性分
。が発見されると期଴されるࢠ

άϧʔϓでは，こうڀݚたͪのࢲ
したペϓνυの 1 άϧʔϓであり，
&1*%&3."- 1"TT&3/*/( '"$T03� 
&1*%&3."- 1"TT&3/*/( '"$T03-
-*,&	ུして&1'�&1'-
と呼称される，
群ࢠ性を持つ分ࣅいに比較的高い類ޓ
の生理ػೳの解析を進めてきた。この
ペϓνυは広ൣな཮上植෺種が持って
いることはわかっている（Takata ら 
2013）が，ػೳがわかっているのは
ओにシロイψナズナの&1'�&1'-の一෦
である。&1'�&1'- のうͪ࠷初にػ
ೳが解明されたのはシロイψナズナ
の &1'1 というペϓνυで，&1'1 は
葉の気޸の数をݮらす活性を持ってい
た 	Hara ら 200�
。シロイψナズナ
には &1'�&1'- άϧʔϓのペϓνυ
が 11 個存在するが，この中で &1'1
の他に &1'2 と &1'-9（ST0."(&/
という໊લでも知られる）も，気޸の
数を調節する活性があることが明らか
と な っ た 	Hara ら 2009� SugaOP ら 
2010� ,POEP ら 2010
。また，&1'-�
と &1'-6 にはܪのৎを৳ばす໾ׂ
があることもわかった（6DIJEa ら
2012）。しかしシロイψナズナの残
りの &1'�&1'- と，他の植෺の &1'�
&1'- については詳しいػೳがわかっ
ていなかったのだが，それらのうͪの
1 つ &1'-2 について，࠷近ࢲたͪは
その໾ׂを明らかにすることに੒ޭし
たので（TaNesIJge ら 2016），本稿

ではその಺容を֓説しつつ関連分໺の
知見も߹わͤて঺հする。本稿を通͡
て，&1'�&1'- ペϓνυのڀݚととも
に，葉をྫにして植෺の形態のڀݚの
ັྗも伝えることができれば޾いであ
る。

�. &1'-� ϖϓνυͱड༰
ମ &3G ʹΑΔ葉のΪβΪ
βʢ鋸歯ʣのൃੜ੍ޚ

現在，シロイψナズナについては
様ʑな遺伝ࢠがഁյされた変異体がऩ
集され，ࠃ際リιʔεηンλʔにอ؅
されており，それらの種ࢠをࣗ由に
にར༻できる。&1'-2ڀݚ をίʔυ
する遺伝ࢠがഁյされた変異体（HSfl�

変異体）もリιʔεηンλʔに存在
していたため，ࢲたͪはその種ࢠを
औりͤدて໺生גと比較することで
&1'-2 のػೳを調΂ることにした。
その結果，植෺体全体の੒௕଎౓や
ູ性に大きな変化は見られなかった
が，葉の形態にݦ著なҧいが見られ
た。໺生型のシロイψナズナඪ४系統

（$PMuNCJa
 では葉のपԑ෦にࣃڒと
呼ばれるΪザΪザ形態が見られるが，
HSfl� 変異体の੒ख़した葉には明֬な
らか׈が見られず，葉のपԑ෦はࣃڒ
であった（図 -1）。一方で，HSfl� 変異
体の葉を，その発ୡが࢝まったばかり
のඇ常に小さい࣌期に観察すると，そ
のपԑには小さなΪザΪザが見られた

（図 -2）ため，ࣃڒの形੒の初期過ఔ
（ΪザΪザの஀生）はਖ਼常に進むもの
の，その後にࣃڒが大き͘੒௕するに
は &1'-2 ペϓνυがඞ要となると考

԰େֶݹ໊
τϥϯεϑΥʔϚςΟϒੜ໋෼ڀݚࢠॴ
ଧా　௚ߦ

ԣ඿ཱࢢେֶ ໦ݪੜ෺ֶڀݚॴ
ᗣॏ　֮࠽

ᗣॏɾଧాɾௗډɿ植෺ͷ༿ΛΪβΪβʹ͢Δ෺࣭&1'-2ͷൃݟ　�

えられた。
&1'�&1'- ペϓνυ群は細๔֎に分

ൻされてಇ͘ため，ඪ的となる細๔の
ද面にあるड容体分ࢠと結߹してその
細๔に特定の生理Ԡ౴をҾきىこす
と༧૝される。実際に &1'1 などの既
にػೳ解析が進んでいたෳ数の &1'�
&1'- ペϓνυ群については，いずれ
も &3&$T" faNJMy ड容体キナʔゼ

（&3f）と呼ばれる細๔ບ上のλンύ
ク質群がそれらのड容体としてಇ͘こ
とが知られていた（-ee ら 2012
 -ee
ら 2015）。&3f にଐするड容体λン
ύク質をίʔυする遺伝ࢠはシロイψ
ナズナに 3 個あり，&1'�&1'- の種
類によってはあるఔ౓બ୒的に特定の
&3f にड容されることがわかってい
たため（-ee ら 2012
 -ee ら 2015），
&1'-2 もいずれかの &3f によってड
容されてࣃڒの੒௕をଅすのではない
かと༧૝された。これをূݕするた
め &3f の遺伝ࢠがഁյされたそれͧ
れの変異体を観察したところ，&3f の
うͪ 1 個のみを欠いた変異体では໺
生型のようにࣃڒのある葉を形੒し
た。しかし，2 個以上の遺伝ࢠを欠い
た多重変異体ではどれもが HSfl� 変異
体のようにࣃڒのない葉の形態をࣔ
した（図 -1）。このことから，3 つの

&3f λンύク質の全てが৑௕
的に &1'-2 のड容に関わる
が，1 つを欠いただけではま
だ &1'-2 をड容できると考
えられた。

この 3 つの &3f のどれもが
&1'-2 をड容し得るか֬かめるため，
&3f のλンύク質と &1'-2 ペϓνυ
の෺理的な結߹の有無を調΂たとこ
ろ，実際に &3f の全てと &1'-2 が結
߹することがわかった。以上の結果か
ら，3 つの &3f が &1'-2 ペϓνυの
ड容体としてಇき，ࣃڒの੒௕をଅす
という࢓૊みが明らかとなった。ϗϧ
モンとड容体の関܎を知る上で，分ࢠ
のཱ体ߏ଄の৘報は有༻だが，ご͘࠷
近になって，&1'-2 とは異なる一෦
の &1'�&1'- ペϓνυと &3f が結߹
した分ࢠෳ߹体のཱ体ߏ଄が報告され
た 	-JO ら 201�
。&1'-2 ࣗ体が &3f
とどのように結߹するのか，そのཱ体
଄はまだ解明されていないが，解明ߏ
された近ԑペϓνυのߏ଄をࢀরする
ことで，&1'-2 が &3f とどのように
結߹してシάナϧを伝ୡしているのか
の༧測もՄೳとなるだろう。

�. 葉のΪβΪβΛੜΈग़͢
๔のಇ͖ࡉ

葉にݶらず植෺の形の調節には，細
๔の૿৩の調節が重要である。ࣃڒの
ΪザΪザの形態を࡞る上でも，細๔૿
৩の大小が重要であることが知られて
いる。葉の੒௕過ఔのご͘初期の，ܪ
௖分྾૊৫から生͡たばかりの未ख़な
葉は，ପԁ形に近い形態ではっきりし
たࣃڒは見られない。さらに੒௕が進
み，葉の௕さが数ඦマイクロϝʔト
ϧఔ౓にୡする࣌期に，पԑ෦に小さ
なಥ（جݪࣃڒ）ىがෳ数生͡，その
個ʑのಥىがさらにಥきग़るにように
੒௕することにより，੒ख़した葉の
ΪザΪザした形態が完੒する。この
࣌，ಥきग़るように੒௕す΂き৔所

（図 -2" 白໼͡り）と，むしろಥきग़
ないように੒௕が੍ݶされる৔所（図
-2" ໼͡り）がそれͧれの੒௕ྔをࠇ
ద੾にอつことで，ࣃڒのಥىと谷間
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෦分が生͡る。実際に，形੒され࢝め
た小さなࣃڒとࣃڒの間の谷間෦分の
細๔でのみ૿৩を཈えるような遺伝ࢠ
をすると，通常の葉よりもਂ͘੾࡞ૢ
れࠐんだ葉になるというྫڀݚもあ
る（.aMJOPwskJ ら 2011）。一方で葉
が੒௕్中の࣌期に，葉の全体で細๔
૿৩が活性化するとࣃڒはむしろ発ୡ
しないという報告もあり（,uwaCara
ら 2011），葉の中での৔所ごとの૿
৩活性の大小のύλʔンがࣃڒの発ୡ
のఔ౓を決めるために重要であると考
えられる。

そこで，&1'-2 がどの細๔の૿৩
を調節してࣃڒの੒௕をଅしているの
かについてのώントを得るため，໺生
型と HSfl� 変異体の葉のྠֲઢを重Ͷ
て比΂てみたところ（図 -2），໺生型
のࣃڒは変異体よりも֎にग़っுって
おり，ࣃڒとࣃڒの谷間のҐஔは໺生
型と変異体でほとんど同͡Ґஔになる
ことがわかった。このことは，&1'-2
が谷間෦分の細๔の૿৩を཈えるより
も，むしろઌ୺෇近の細๔をੵۃ的に
૿৩さͤることでࣃڒの੒௕をଅして
いることをࣔࠦする。ただし &1'-2
が௚઀的に細๔૿৩に関わるҼࢠを੍
しているのかに関してはまだ未解明ޚ
である。次節でड़΂るように，&1'-2
はオʔキシンのಇきを調節するػೳを
持つので，&1'-2 による細๔૿৩の
調節はオʔキシンのಇきをհしている
Մೳ性もある。

�. 葉のΪβΪβΛ੍͢ޚΔ
ϗϧϞϯ

葉の形にӨڹを༩えるϗϧモンは
&1'-2 だけではない。ै来から知ら
れる௿分ࢠ性の植෺ϗϧモンの中でも
オʔキシン，αイトカイχン，ジϕϨ
リン，ϒラシノεςロイυは，葉のڒ
みの形に関わるという知見ࠐや੾れࣃ
があり，中でもオʔキシンのڀݚが特
に進んでいる。葉がඇ常にए͘ݪࣃڒ
が葉のपԑ෦に生͡る௚લの࣌期にج
は，葉の中でオʔキシンがภった方޲
に༌ૹされ，オʔキシンೱ౓の高い৔
所と௿い৔所が生͡る。この࣌，オʔ
キシンೱ౓が高い৔所の細๔はࣃڒと
なる性質を獲得して，جݪࣃڒのಥى
を形੒する（Hay ら 2006）。ࣃڒに
なる৔所だけにオʔキシンが஝ੵする
過ఔに関するڀݚは進んでおり，そ
の様ࢠをίンϐϡʔλによるシϛϡ
Ϩʔシϣンで࠶現したྫڀݚもある

（#JMsCPrPugI ら 2011）。このオʔキ
シンの஝ੵは，جݪࣃڒが形੒された
後も੒௕్中のࣃڒのઌ୺で維持され
続け，ࣃڒのઌ୺以֎ではオʔキシン
ೱ౓は௿いϨϕϧに཈えられることも
わかっている（図 -3 しかし，葉。（ࠨ
の੒௕を通͡てオʔキシンの஝ੵҐஔ
がࣃڒのઌ୺に維持され続ける࢓૊み
は未解明であった。

ઌにड़΂たように，&1'-2 はࣃڒ
が大き͘੒௕する過ఔでಇ͘ので，
&1'-2 がこのオʔキシンの஝ੵをڒ
૊みに関わる࢓ઌ୺に維持し続けるࣃ

Մೳ性を૝定し，次にそのূݕを行っ
た。HSfl� の変異体でجݪࣃڒが形੒
された少し後の࣌期の葉を観察したと
ころ，ࣃڒのઌ୺෦だけでな͘そのप
ลの広ൣғでオʔキシンに対するԠ౴
をىこしている細๔が見られた（図
-3 ӈ）。この観察結果は，ࣃڒのجݪ
が形੒された後の੒௕過ఔにおいて，
オʔキシンの஝ੵをࣃڒઌ୺にݶ定さ
ͤるには &1'-2 がඞ要であることを
ࣔしている。このオʔキシンの஝ੵに
対する࡞༻が，&1'-2 がࣃڒの੒௕
をଅすことに௚઀的につながっている
のかもしれないが，લ節で少し৮れた
ように，&1'-2 のオʔキシンをհさ
ない࡞༻の有無はまだ明らかではない
ので，この観点に関してもҾき続き調
΂るඞ要があろう。

�. 葉の鋸歯のػೳ

，に過͗ずىは葉のपԑ෦のಥࣃڒ
その発生に関わる෺質を知ることや形
態を੍ޚすることにԿの意味があるの
かと，ٙ問に思われるಡ者もおられる
かも知れない。しかし，これらのڀݚ
にはे分に意味があるとࢲたͪは考え
ている。

ྫえば，ࣃڒのػೳの 1 つとして
な気ީ΁のదԠがࣔࠦされていྫྷפ
る。そのࠜڌとしては，同種のथ໦で
もྫྷפ地とஆ地に植えた৔߹ではྫྷפ
地に植えた方が葉のࣃڒが発ୡすると
いう知見（3Pyer ら 2009）や，化ੴ
の葉の形態を調΂るとその地質年୅
がפい࣌୅であるほどࣃڒの発ୡし
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෦分が生͡る。実際に，形੒され࢝め
た小さなࣃڒとࣃڒの間の谷間෦分の
細๔でのみ૿৩を཈えるような遺伝ࢠ
をすると，通常の葉よりもਂ͘੾࡞ૢ
れࠐんだ葉になるというྫڀݚもあ
る（.aMJOPwskJ ら 2011）。一方で葉
が੒௕్中の࣌期に，葉の全体で細๔
૿৩が活性化するとࣃڒはむしろ発ୡ
しないという報告もあり（,uwaCara
ら 2011），葉の中での৔所ごとの૿
৩活性の大小のύλʔンがࣃڒの発ୡ
のఔ౓を決めるために重要であると考
えられる。

そこで，&1'-2 がどの細๔の૿৩
を調節してࣃڒの੒௕をଅしているの
かについてのώントを得るため，໺生
型と HSfl� 変異体の葉のྠֲઢを重Ͷ
て比΂てみたところ（図 -2），໺生型
のࣃڒは変異体よりも֎にग़っுって
おり，ࣃڒとࣃڒの谷間のҐஔは໺生
型と変異体でほとんど同͡Ґஔになる
ことがわかった。このことは，&1'-2
が谷間෦分の細๔の૿৩を཈えるより
も，むしろઌ୺෇近の細๔をੵۃ的に
૿৩さͤることでࣃڒの੒௕をଅして
いることをࣔࠦする。ただし &1'-2
が௚઀的に細๔૿৩に関わるҼࢠを੍
しているのかに関してはまだ未解明ޚ
である。次節でड़΂るように，&1'-2
はオʔキシンのಇきを調節するػೳを
持つので，&1'-2 による細๔૿৩の
調節はオʔキシンのಇきをհしている
Մೳ性もある。

�. 葉のΪβΪβΛ੍͢ޚΔ
ϗϧϞϯ

葉の形にӨڹを༩えるϗϧモンは
&1'-2 だけではない。ै来から知ら
れる௿分ࢠ性の植෺ϗϧモンの中でも
オʔキシン，αイトカイχン，ジϕϨ
リン，ϒラシノεςロイυは，葉のڒ
みの形に関わるという知見ࠐや੾れࣃ
があり，中でもオʔキシンのڀݚが特
に進んでいる。葉がඇ常にए͘ݪࣃڒ
が葉のपԑ෦に生͡る௚લの࣌期にج
は，葉の中でオʔキシンがภった方޲
に༌ૹされ，オʔキシンೱ౓の高い৔
所と௿い৔所が生͡る。この࣌，オʔ
キシンೱ౓が高い৔所の細๔はࣃڒと
なる性質を獲得して，جݪࣃڒのಥى
を形੒する（Hay ら 2006）。ࣃڒに
なる৔所だけにオʔキシンが஝ੵする
過ఔに関するڀݚは進んでおり，そ
の様ࢠをίンϐϡʔλによるシϛϡ
Ϩʔシϣンで࠶現したྫڀݚもある

（#JMsCPrPugI ら 2011）。このオʔキ
シンの஝ੵは，جݪࣃڒが形੒された
後も੒௕్中のࣃڒのઌ୺で維持され
続け，ࣃڒのઌ୺以֎ではオʔキシン
ೱ౓は௿いϨϕϧに཈えられることも
わかっている（図 -3 しかし，葉。（ࠨ
の੒௕を通͡てオʔキシンの஝ੵҐஔ
がࣃڒのઌ୺に維持され続ける࢓૊み
は未解明であった。

ઌにड़΂たように，&1'-2 はࣃڒ
が大き͘੒௕する過ఔでಇ͘ので，
&1'-2 がこのオʔキシンの஝ੵをڒ
૊みに関わる࢓ઌ୺に維持し続けるࣃ

Մೳ性を૝定し，次にそのূݕを行っ
た。HSfl� の変異体でجݪࣃڒが形੒
された少し後の࣌期の葉を観察したと
ころ，ࣃڒのઌ୺෦だけでな͘そのप
ลの広ൣғでオʔキシンに対するԠ౴
をىこしている細๔が見られた（図
-3 ӈ）。この観察結果は，ࣃڒのجݪ
が形੒された後の੒௕過ఔにおいて，
オʔキシンの஝ੵをࣃڒઌ୺にݶ定さ
ͤるには &1'-2 がඞ要であることを
ࣔしている。このオʔキシンの஝ੵに
対する࡞༻が，&1'-2 がࣃڒの੒௕
をଅすことに௚઀的につながっている
のかもしれないが，લ節で少し৮れた
ように，&1'-2 のオʔキシンをհさ
ない࡞༻の有無はまだ明らかではない
ので，この観点に関してもҾき続き調
΂るඞ要があろう。

�. 葉の鋸歯のػೳ

，に過͗ずىは葉のपԑ෦のಥࣃڒ
その発生に関わる෺質を知ることや形
態を੍ޚすることにԿの意味があるの
かと，ٙ問に思われるಡ者もおられる
かも知れない。しかし，これらのڀݚ
にはे分に意味があるとࢲたͪは考え
ている。

ྫえば，ࣃڒのػೳの 1 つとして
な気ީ΁のదԠがࣔࠦされていྫྷפ
る。そのࠜڌとしては，同種のथ໦で
もྫྷפ地とஆ地に植えた৔߹ではྫྷפ
地に植えた方が葉のࣃڒが発ୡすると
いう知見（3Pyer ら 2009）や，化ੴ
の葉の形態を調΂るとその地質年୅
がפい࣌୅であるほどࣃڒの発ୡし

䜸䞊䜻シ䞁ᛂ⟅のぢ䜙䜜䜛㒊఩

㔝⏕ᆺ epfl2ኚ␗య

図‐ϯ

図 -3　‌‌໺ੜܕとFQq�มҟମͷ੒௕్தͷࣃڒʹ͓͚Δ，
ΦʔΩγンԠ౴ͷݟΒΕΔ෦Ґͷ໛ࣜ図

ᗣॏɾଧాɾௗډɿ植෺ͷ༿ΛΪβΪβʹ͢Δ෺࣭&1'-2ͷൃݟ　�

た葉が見られるという知見（-JttMe ら 
2010）が͛ڍられる。なͥࣃڒの発
ୡしたΪザΪザした葉の方がྫྷפな気
ީにదしているのかという問題に対し
ては，ྫڀݚはあるものの一ൠ的な౴
えは未だ得られていない。&1'�&1'-
ペϓνυはペϓνυ性のҼࢠとはいえ
比較的୹いペϓνυ࠯から੒る෺質で
あるため，他の௿分ࢠϗϧモンと同様
に人޻的に߹੒した෺質として౤༩す
ることがՄೳである。&1'-2 や他の
ϗϧモンを౤༩することで葉の形態を
ૂい通りにૢ࡞できれば，このྫྷפద
Ԡやྫྷפ଱性の෇༩といった方޲性の
も進んでい͘期଴があり，そのઌڀݚ
には೶ۀ的なٕज़開発につながるՄೳ
性も考えられる。

6. 葉の鋸歯研究の展望

ࣃڒ，はڀݚの発生を理解するࣃڒ
だけにとどまらず葉の形࡞り全体の理
解につながるという大きなັྗもあ
る。というのは，葉の発生学的な観点
から見ると，シロイψナズナのような
シンϓϧな形の୯葉でのࣃڒの発生

過ఔは，よりෳ
雑な形をした葉
で見られる大き
な੾れࠐみやෳ
葉で生まれる小
葉の発生に૬ࣅ
した現象と見な
ͤるからである

（ 図 �"
 #）。 実
際に，୯葉のڒ

૊みとよりෳ雑な形の࢓りग़す࡞をࣃ
葉を࡞りग़す࢓૊みは分ࢠϨϕϧでは
が関わるྫも多͘知られࢠ通したҼڞ
ている。ྫえば，جݪࣃڒができる࣌
と小葉のجݪができる࣌とでは，ど
ͪらも 1*/1 というλンύク質による
オʔキシンの༌ૹによって一෦の細๔
群にオʔキシンが஝ੵし，その細๔
群がಥىを形੒する（Hay ら 2006� 
#arkPuMas ら 2008）。また $6$ とい
うసࣸҼࢠがオʔキシン஝ੵՕ所とྡ
のオʔキシン஝ੵՕ所との間でಇき，
そこではオʔキシンの஝ੵがىこらな
いよう཈੍しているという点もࣃڒの
形੒と小葉の形੒に見られるڞ通点
である（#JMsCPrPugI ら 2011� #eO-
(era ら 2012）。このような観点を౿
まえ，ࣃڒのڀݚを多様な植෺種での
様ʑな葉の形࡞りに発లさͤてい͘こ
ともڵ味ਂい。

また，発生様ࣜが類ࣅする׭ثとい
うࢹ点では，発生学的に葉の૬同ث
の形態に׭ثと考えられている花׭
&1'-2 が関わるՄೳ性も考えられる。
ྫえば，イネの花のӱのઌ୺にあるᢵ

（ノΪまたはノή）と呼ばれる௕いಥ

の形੒にى &1'-2 にࣅた &1'�&1'-
ペϓνυが関わることが࠷近報告さ
れ た（#essIP-6eIara ら 2016� 図
-�$）。૒ࢠ葉植෺の葉のࣃڒと୯ࢠ
葉植෺のӱのᢵという異なるಥىの間
での類ࣅ性はこれまでٞ࿦されてこな
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ɹ同ଐ近ԑ種に「៮
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そう

」がある。「៮
る

」とは，細ʑとܨがる
֨ࠎのڕがったܨ草の葉が細いものがߚのことをいい，៮ےࢳ
ඪ本のようであることから໊づけられたとされるが，そうする
とؙ͘ઌ୺のઑったϋʔト型の葉である「ؙ葉៮ߚ草」が౰て
はまらない。では「៮」は 3N にもなるབྷみ߹うຮのことかと
も思うが，そうなると今౓は，同ଐ他種の「アαΨオ」にも「៮」
がཉしいところである。
ɹ៮ߚ草は࣌ށߐ୅初期の׮Ӭ年間に，マϧバϧί΢はށߐ຤
期のՅӬ年間に持ͪࠐまれたという。持ͪࠐまれて今までの間
に，៮ߚ草は園芸種としてՈʑの֞やάリʔンカʔςンとして
栽培されるようになり，マϧバϧί΢は大豆やト΢モロίシに

ॎԣ無ਚにབྷみつき，෴いඃさるまでになった。
ɹ៮ߚ草はその葉のົで園芸種となった。੝夏に੨ʑとした細
やかな葉はྋし͛であるし，その中にුかͿ੺や白の੕型の花
も，ॵさを忘れさͤて͘れる。そんな៮ߚ草は夏の季語でもあ
り，多͘のആ人がۛ͡ている。দࢁのആ人，ੴా೾ڷのྍཆ中
の۟。
ɹɹප人の׼は流れず៮ߚ草
ɹɹ්ޢ؃と஡ҿᄉや៮ߚ草
ɹ一方の，マϧバϧί΢はありきたりの葉の故にか雑草化した。
珍品とされ土खや๏面にຮを৳ばしている間は֯ޒ形の花もՄ
Ѫいが，大豆ാ΁ೖりࠐむと଀͘もなって͘る。
ɹ៮ߚ草とマϧバϧί΢，その葉の形ঢ়だけで園芸種か雑草種
かのಓが決まったのであろうか。Ҽみに，マϧバϧί΢の花ݴ
葉は「ࢴ一重」である。
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ネジバナの形態変異と分類
ਆށେֶɹཧֶڀݚՊ
຤࣍　݈࢘

ラン科ネジバナଐは，೤ଳからԹ
ଳにかけて໿ 50 種が生育しており，
日本にはネジバナ Sp iranth es sinensis

の 1 種のみが分布している（ཬ見 
1982）。本種は東アジアからオʔεト
ラリアにかけて広͘分布し，日本では
北海ಓからԭೄにࢸる֤地の日౰た
りのよい草地に分布する日本で࠷も個
体数の多いラン科植෺である（塚谷 
2001）。લ川（19�1）が，「日本産の
ラン科の中では，いͪばんී通で，ま
ずは雑草に近い種類であって，全ࠃの
ཅの草地に見られる」と記ड़してい޲
るように，日本産のラン科植෺の中で
།一とݴっていい雑草に含められる種
である。

ネジバナ（ᎇ花）の別໊はモジズリ
（ᎇ੆）であるが，これらの࿨໊は花
序がらͤんঢ়に࢟͘רに由来する（図
-1）。ଐ໊の Sp iranth es もラςン語の
SQeJra（らͤん）と aOtIPs（花）の
߹੒語である（લ川 19�1）。この花
序のרき性には「ӈרき」と「רࠨき」
がほ΅ 1 対 1 でग़現するが，全͘ら
ͤんঢ়にならない「無רき」と，花序
の్中で͘ר方޲がೖれସわる「両

き」も少しはग़現する（දר -1，図
-1）。花序のרき方にはڧऑがあり，
無רきに近いऑいものから，Կ重もの
見ࣄならͤん֊ஈをߏஙする花序まで
ある（図 -2）。では，「花序が͘רこ
とにどのような意味があるのか？」ま
た，「なͥ花序のרきにはڧऑが存在
するのだろうか？」ɹその౴えの一つ
として，花序のרき性ఔ౓がૹคࠛ஬
の一つであるϋキリバν類の๚花行ಈ
にӨڹを༩えていることが報告されて
いる（*wata et al. 2012）。רきがऑ
い花序では，花が連続して集まること
でૹคࠛ஬に対する༠Ҽྗが大き͘な
り๚花ස౓が高͘なるが，ૹคࠛ஬
がॎにฒんだ花を連続して๚花するた
め，ྡ花डค（同一個体಺の異なる花
の間のडค）によってࣗ৩する。ٯに
い花序では，花序がᎇ͡れるڧきがר
ことでσΟεϓϨイαイズ（୯Ґ面ੵ
౰たりの花数）がݮ少して๚花ස౓が
௿͘なるが，ૹคࠛ஬がᎇ͡れた花序
上をਨ௚方޲にྡ花を௓ばして๚花す
ることでࣗ৩をܰݮできる。そのため，
ネジバナのらͤんߏ଄の花序は，ૹค
ࠛ஬が豊富な৚݅下ではڧいרきでࣗ

৩をܰݮするར点を持つ一方，ૹคࠛ
஬が๡しい৚݅下ではऑいרきにも上
のようなར点があるため，もしૹคࠛ
஬の豊富さが࣌間的・ۭ間的に変化す
る৔߹，花序のרき性ఔ౓の多様性
は維持されうる（*wata et al. 2012）。
このように，ネジバナの࿨໊とଐ໊の
由来となった花序のᎇ͡れには，ૹค
ࠛ஬の行ಈ生態ύλʔンというൟ৩生
態的な意ٛがӅされていたのである。

次に形態変異に関して，ネジバナに
は多͘の花や葉における多型が知られ
ている。ྫえば，԰ٱ島にはϠクシ
マモジズリ S. sinensis var. australis f. 
g racilis という小型のネジバナ品種が
生育している。花৭変異では，品種の

図 -�　‌‌ネジバナͷՖংͷ͖ר （ੑ左
͔Β，左͖ר，右͖ר，ແ
εέʔϧバʔ͸�DN（͖ר

೶ߏػݚɹதԝ೶ڀݚۀηϯλʔ
౔৕ංྉྖڀݚҬ
ૣ઒　फࢤ

図

表-1　ネジバナの花序の巻き性頻度（2012年調査）

調査地点 個体数
右巻き 左巻き 無巻き 両巻き

高知県南国市 265 123 (46.4%) 101 (38.1%) 31 (11.7%) 10 (3.8%)

高知県物部川 284 113 (39.8%) 128 (45.1%) 23  (8.1%) 20 (7.0%)

高知県鏡川 148 74 (50.0%) 70 (47.3%) 3  (2.0%) 1 (0.7%)

茨城県つくば市 122 46 (41.1%) 63 (56.3%) 13 (11.6%) 0 (0.0%)

富山県中新川郡立山町1 98 38 (38.8%) 37 (37.8%) 19 (19.4%) 4 (4.1%)

富山県中新川郡立山町2 82 36 (43.9%) 30 (36.6%) 9 (11.0%) 7 (8.5%)

富山県中新川郡上市町 19 12 (63.2%) 7 (36.8%) 0    (0%) 0 (0.0%)

計 1018 442 (43.4%) 436 (42.8%) 98 (9.6%) 42 (4.1%)

花序の巻き性

ද -�　‌ネジバナͷՖংͷੑ͖רස౓（����೥ௐࠪ）

図-�　‌‌Ֆংͷํ͖רͷڧऑɻ左͔Βऑɾதɾڧ
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シロモジズリ f. albescens，アオモジ
ズリ f. viridiflora がある。また，ラン
科を特徴づける唇弁が花弁化したペロ
リア変異体（六弁化）も存在する。こ
のような形態変異の豊富さからも，ネ
ジバナは小町蘭と称されて園芸的にも
人気があった。ネジバナは鉢植え栽培
で集団として維持するのは容易である
一方，個体寿命のためか，同一個体は
数年すると枯死してしまい個体維持は
難しいそうである。

季節性の変異に関して，初夏（5 月
上旬以降）に開花するネジバナに対し
て秋（8 月下旬～ 9 月上旬）に開花す
る品種をアキザキネジバナ S. sinensis 
var. australis f. autumnus という。春
と秋で開花期が異なるため，両品種間
には遺伝的交流がないと考えられる

（塚谷 2001，2005）。本品種の報告は
比較的少ないが，実際には広い地域に
生育していると思われる。著者（早川）
も未報告であった高知県からアキザキ
ネジバナを発見しており，本個体の開
花期は11月と既報よりも遅かった（大
賀ら 2013）。今後，詳細な調査が進
むことで本品種の分布地域が明らかに
なるだろう。

ネジバナの形態変異と分類を語る上
で忘れてはならない形質に花序の毛
の有無がある。琉球諸島には花序に
毛の無い母変種ナンゴクネジバナ S. 

sinensis var. sinensis が生育し，日本
本土には花序に毛のある変種ネジバ
ナ S. sinensis var. australis が生育して
いる（図 -3）。両変種は，花序の毛の

有無と開花期に差異がある（ナンゴ
クネジバナの方が開花期が早い）こ
とが知られている（Tsukaya 2005；
Suetsugu & Hayakawa 2016）。さら
に，両変種は遺伝的にも分化してい
るため，形態的・生態的な識別に加
えて系統解析による識別が有効であ
る（Tsukaya 2005）。両変種は琉球
諸島のトカラ海峡を境に南北で住み分
けて異所的分布をしているとされる
が，稀に日本本土からも無毛型のネジ
バナが発見される。そのため，日本
本土に稀産する無毛型のネジバナは，

「ナンゴクネジバナの隔離分布である
のか？」それとも，「ネジバナが毛を
失った変異体であるのか？」という分
類学的な問題が発生する。そこで，日
本本土産の無毛型のネジバナの由来を
明らかにすることを目的に，高知県と
熊本県で発見した無毛型ネジバナを含
む集団の毛の計測と系統解析を行った

（Hayakawa et al. 2013；Suetsugu & 
Hayakawa 2016）。その結果，高知
県の無毛型ネジバナを含む集団は，完
全な無毛型は 1 個体であったものの
無毛個体から毛の多い個体まで連続的
に変化していたこと，系統的背景はネ
ジバナと同一でナンゴクネジバナと
は異なっていたことから，高知県の
無毛型ネジバナはネジバナの毛の欠
失変異体であった（Hayakawa et al. 
2013）。次に熊本県産の無毛型のネジ
バナ個体群は，ほとんどの個体が無毛
である点や，開花期が通常のネジバナ
よりも 2 ヶ月早い点で，高知県産の

無毛型ネジバナと異なり，ナンゴクネ
ジバナと一致する形態的・生態的な特
性を持っていた。しかし，熊本県産の
無毛型ネジバナの系統的背景はネジバ
ナと同一であったため，本無毛型個体
群もネジバナの毛の欠失変異であった

（Suetsugu & Hayakawa 2016）。 以
上から，日本本土に稀に分布する無毛
型のネジバナに対しては，両変種の同
定形質とされてきた花序の毛の有無の
みならず開花期の早晩でも，ナンゴク
ネジバナとネジバナを完全には識別で
きないことが明らかになった。これら
の結果は，Tsukaya（2005）および
塚谷（2005）が指摘しているように，
形態的・生態的に多様な特性をもつ日
本本土のネジバナは，南・中琉球のナ
ンゴクネジバナと遺伝的・地理的に分
化した後に獲得された形質であること
を意味している。

上記の他にも，関東には毛の無い別
系統が，伊豆諸島にはイズノシマモジ
ズリと呼ばれるロゼット葉の形態が異
なる系統が分布している。ネジバナは
公園などの身近な草地に多産するラン
科としては珍しい “ ありふれた存在 ”
であるにもかかわらず，このように未
解決な分類学的問題が残されている。
本稿ではラン科ネジバナを題材として
解説したが，雑草は“ありふれた存在”
であるが故にかえってその面白い現象
が見過ごされていることがあり，現地
における形態や生態の観察はその雑草
の生活史を明らかにする上でも重要で
ある。

図 -3　‌‌ナンゴクネジバナ（左，台湾産）とネジバナ（右，富山産）

図
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 統計データから  小麦の種類と用途別の外国産及び国内産小麦の流通量 
 ᑠ㯏ࡣ，㣗ᩱᾘ㈝に࡚࠸࠾ᅜẸ㸯ேに౪⤥ࡉれࡿカࣟリ࣮ࡢ 13.7㸣ࢆ༨ࡀࡿ࠸࡚ࡵ，カࣟリ࣮࣮࣋ࡣ⋠⤥⮬ࡢࢫ 15㸣࡛ࡿ࠶㸦ᖹᡂ 27

ᖺᗘ㸧ࠋእᅜ⏘㣗⣊⏝㯏ࡣアメリカ，カナダ，オ࣮ࢫトࣛリアࡽ࠿㍺ධࡉれ，ࡢࡑ㔞ࡣ㏆ᖺ 450 ୓㹼560 ୓トン⛬ᗘ࡛ࠋࡿ࠶ 
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外国産小麦の
銘柄

輸入数量
(512万㌧)

小麦粉の種類
（たんぱく質含有量）

主な用途
国産小麦流通量

(70万㌧）
用　　途 品　　種

うどん、即席麺
ビスケット、和菓子

カステラ、ケーキ
和菓子、天ぷら粉

ビスケット

62.9万トン
（90.4％）

パン用品種

中華麵用品種

日本麺用品種

注１ ： 輸入数量及び国内産流通量は、過去５年（H22～26年度）の平均収量 注２ ： 輸入数量は５銘柄以外の33万㌧を含む

北海道産春よ恋
（4.3万トン）

北海道産 ゆめちから
（4.8万トン）

福岡県産 ちくしＷ2号
（0.4万トン）

北海道産 きたほなみ
（43.8万トン）

香川県産さぬきの夢
（0.5万トン）

107万㌧ 食パン

中華麺
ギョウザの皮

84万㌧

86万トン

77万㌧
薄力粉

（6.5～9.0％）

準強力粉
（10.5～12.5％）

中力粉
（7.5～10.5％）

アメリカ産
ウェスタン・ホワイト

オーストラリア産
スタンダード・ホワイト

強力粉
（11.5～13.0％）

 「麦をめぐる最近の動向」（農林水産省　平成29年３月）から引用

6.3万トン
（9.0％）

0.4万トン
（0.5％）

カナダ産ウエスタン・
レッド・スプリング

アメリカ産ダーク・
ノーザン・スプリング

アメリカ産ハード・
レッド・ウィンター

125万㌧
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花ஃ༻花きのฏ੒ 2� 年౓における
ग़ՙྔは，年間໿ 6 ԯ鉢でग़ՙֹは
300 ԯԁ以上である（೶ྛਫ産ল統計，
2016）。しかし 
 ΨʔσχンάϒʔϜ
のऴᖼ，景気௿໎による公ڞध要の௿
下，ݐށて住୐から集߹住୐΁の޲ࢤ
の変化などの理由により，花ஃ༻花き
のফඅྔはམͪࠐんでいる。このফඅ
௿໎のଧ開ࡦとして，花ஃ༻花きの԰
಺ར༻という৽たな観৆ελイϧを実
現する栽培・ར༻シεςϜのߏஙを目
指した。本稿ではこのシεςϜߏஙに
と実༻化΁のऔり૊みにつڀݚけた޲
いてड़΂たい。

̍ɽ෍ૉࡐの࠿ഓ༰ث΁の
స用

花ஃ༻花きの԰಺ར༻をՄೳにする
うえでඞ要な৚݅としては，持ͪӡび
や栽培؅理，観৆後のॲ分が容易であ
るなどརศ性が高いこと，԰಺؀境を
Ԛさず，かつ԰಺インςリアとして高
い観৆Ձ஋を有するなどσザイン性に
富むもの，さらにはՁ֨が҆͘ফඅ者
が容易にߪೖできることなどが考えら
れる。これらの要݅をຬたす栽培容ث
として，ഇغされている学੍ߍ෰の布
ૉ材にண目した（Ԭᖒら 2016）。੍
෰の布ૉ材は，σザイン性に富み加޻
が容易で，品質が҆定して，ৎ෉で௕
できるという特௕があり，リ༺࢖͘
αイクϧ材ྉとして޷దである。し

かし，ણ維੡品 33 関連調査ۀࣄの報
告ॻによると，2009 年のҥྉ品のࠃ
಺ྔڅڙは໿ 1
100 キロトン，ഉग़
ྔは໿ 9�1 キロトン，リαイクϧྔ
は໿ 106 キロトンで，リαイクϧ཰
は 11.3� にཹまっている（ࡁܦ産ۀ
ল 2011）。リϢʔε，リペアྔをซ
ͤても，ഉग़ྔの 26� ఔ౓しか有効
活༻されていない。このように，ҥ
ྉ品の �0� 以上がഇغॲ分されてい
る現ঢ়から，ҥྉഇغ෺を҆Ձにೖ
खしてར活༻することがՄೳである。
SekkuEeO ら（2012）は，੍෰の布
ૉ材を೶ۀ分໺΁Ԡ༻したྫとして，
マϧνやネΪのೈ白ࢿ材のྫࣄを঺հ
しているが，これまで布ૉ材を๓੡・
加޻し，栽培容ثとしてのར༻を目指
したྫڀݚはない。そこで，布ૉ材を
栽培容ثとして࢖༻した৔߹，׳行栽

培で༻いられるϙリϙットとどのよう
なҧいが生͡るかを明らかにした。

ʢ̍ʣ෍ૉࡐの࠿ഓ༰͕ثอਫੑͱ
ഓ஍Թ౓ʹٴ΅͢Өڹ

布੡の栽培容ثはഇ੍غ෰由来の布
ૉ材を 10DN ࢛方となるようにାঢ়
に๓੡加޻（図 -1）したもの（以下，
布容ث）をར༻し，ݧࢼにڙした。2
ຕ重Ͷにした布に੾れࠐみがޓいに
交差するようにೖっており，培地の
流ग़を๷͙ߏ଄とした。対রとして，
10.5DN ৭ϙリϙット（以下，ϙリࠇ
ϙット）を࢖༻した。培地は，ίイア
と無調੔ϐʔトモεを౳容ੵࠞ߹した
ものを༻い，培地ྔは 200 N- とした。
培地にे分ਫを含まͤた後，2 ࣌間ܦ
過し重ྗਫがམͪ੾った࣌点をج४と
し，それから 2� ࣌間おきに �2 ࣌間

図 -�　‌੍ ෰ૉࡐΛ༻͍ͨ࠿ഓ༰ث
（B）෍༰ثͷ࡞੡ํ๏，（C）෍༰ثͷར༻ํ๏
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まで重ྔを測定し，อਫ性を調査した。
培地Թ౓は，培地ද面からਂさ 1 DN
の෦分を測定した。その結果，布容ث
ではϙリϙットと比΂ס૩しやす͘，
ॲ理 2� ࣌間後には実ݧ開࢝からの重
ྔ௿下཰に差が生͡（図 -2），その差
は࣌間がܦつにつれて大き͘なり，�2
࣌間後には 30� 以上の差となった。
一方，培地Թ౓はϙリϙットと比΂布
容ثで௿͘なり，࠷大6.3ˆの差となっ
た（σʔλলུ）。また，布容ثの培
地Թ౓は，特に໷間においてԹࣨ಺気
Թと比΂て௿͘なった。このように，
布容ثは，ϙリΤεςϧと΢ʔϧがओ
体で，栽培容ث全体からਫ分をٵਫす
ることがՄೳだが，ٯに，ද面からの
ৠ発によりਫ分がୣわれ，培地Թ౓が
௿下しס૩しやすいという特徴があっ
た。ैって，布容ثをར༻する৔߹は，
これらの特性を೺Ѳしたうえでᕲਫや
Թ౓؅理を行ってい͘ඞ要がある。

ʢ̎ʣ෍ૉࡐʹൃੜ͢Δྨەのܥ౷ղ
ੳɼ͓Αͼఱવࡎە߅のࢪ用ޮՌ

布ૉ材を栽培容ثとしてར༻する
と，生地に含まれる΢ʔϧがݪҼで白
৭のカϏ（ە類）がఈ෦に発生しඒ観
をଛͶることがある。そこで，発生す
るە類の種類を同定するとともに，߅

ূݕ効果についてࢭによるカϏ཈ࡎە
した。ەの同定は，૸査型ిݦࢠඍڸ
による௚઀的観察と系統解析により実
した。系統解析はϓライマʔࢪ *TS1
および*TS�を༻い，ە体をςンϓϨʔ
トとして௚઀ 1$3 を行うことによっ
て r%/" 遺伝ࢠの *TS ྖ域を૿෯し，
૿෯した %/" のԘج഑ྻをもとに
#-"ST を行い，既報（+#%%）ࡧݕ
の࿦จをࢀরし系統थを࡞੒すること
で行った。系統थの࡞੒は，$MustaM 
8 	%%#+
 を༻いる /+ ๏で行った。
また，ఱવࡎە߅によるە߅効果は
10� ໦ਣ༉と 10� ώバ༉を࢖༻しݕ
ূした。それͧれ໦ਣ༉۠，ώバ༉۠
とし，൒ྔずつࠞ߹した۠をࠞ߹۠と
した。これらࡎە߅は 9�17"（ϙリ
Ϗχϧアϧίʔϧ）ӷ（重߹౓ 500，
けん化౓ 8�.0-89.0 NPM�）に༹解さ

ͤҥ類΁ਁ५さͤた。対রとして，無
ॲ理۠およびキϟϓλン1000）۠ࡎ
ഒ）をઃけた。カϏ発生ఔ౓は 3 か
月後，5 か月後にࡱӨしたը૾をը૾
ॲ理ιϑト *Nage/Ps で解析し，布
容ثのཪ面（植෺定植༻εリットがあ
る面の൓対面）の面ੵのうͪカϏが઎
めるׂ߹をࢉग़した。その結果，ە૓
には，分生ࢠの多いもの，ࢳەの多
いものの 2 種類がೝめられた。分生
で観察したとڸඍݦࢠを૸査型ిࢠ
ころ，形ঢ়はཛ形～๰਴形で，大き
さは໿ �.� �Nº2.5 �N であった（図
体を௚઀ە૓からૡきऔったە。（3-
ςンϓϨʔトとして༻いた 1$3 ๏に
よって分生ࢠの多いە૓，ࢳەの多
いە૓のいずれからも %/" が૿෯し
た。૿෯した %/" のԘج഑ （ྻ%%#+
アクηシϣンナンバʔ -$033905）
を解析したところ，V erticilium ଐە
あ る い は Simp licillium ଐ ە の 持 つ
*TS ഑ྻと 95� 以上の高い૬同性が
あ っ た。;are・(aNs（2008） の 報
告をࢀ考に系統थを࡞੒したところ
Simp licillium ଐەと同͡クϨʔυに分
類されることがわかった（σʔλল

図 ڹͷҧ͍͕อਫੑʹ༩͑ΔӨثഓ༰࠿　�-
�࣌ؒ໨ͷॏྔΛ���とͨ͠
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効果を調査したと༺ࢪのࡎە߅。（ུ
ころ，ॲ理 3 か月後は無ॲ理۠でカ
Ϗが発生したが，そのほかの۠ではカ
Ϗの発生はみられなかった。このよう
に໦ਣ༉とώバ༉はキϟϓλンࡎと同
౳の高い๷আ効果をࣔした。一方，5
か月後はキϟϓλン۠ࡎでܧ続して高
い๷আ効果があったが，そのほかの۠
ではカϏの発生がみられた。カϏの発
生ఔ౓はώバ༉۠ʻࠞ߹۠ʻ໦ਣ༉۠
のॱで大き͘，໦ਣ༉と比΂ώバ༉は
๷আ効果が高かった（σʔλলུ）。

ʢ̏ʣ࠿ഓ༰ثのҧ͍͕ϚϦʔΰʔ
ϧυͱμΠΞϯαεのੜҭʹٴ΅
͢Өڹ

マリʔゴʔϧυ b αϑΝリ イΤ
ロʔ ` を 201� 年 3 月 10 日に೻種し，
3 月 26 日，本葉 2 ຕల開࣌に鉢上͛
した。また，μイアンαε b アイσΟ
アϧηϨクト バイオϨット ` を 201�
年 � 月 16 日に೻種し，5 月 2 日，本
葉 2 ～ 3 ຕల開࣌に鉢上͛した。栽培
৚݅はࣗવޫ，׵気Թ౓ 25ˆ，ஆ๪
Թ౓ 13ˆとした。調査ג数はいずれ
の۠ݧࢼも 10 についてג֤，としג
1 ൪花が開花した࣌点で生育ঢ়گを調
査した。栽培容ثは（̍）に४͡，布
をାঢ়に加޻したものを༻い，対রを
，ϙリϙットとした。その結果，草ৎࠇ
のҧいにث௕は栽培容ࢬ大ଆ࠷，高ג
よるӨڹはなかったが，マリʔゴʔϧ
υでは布容ثでϙリϙットと比΂花ܘ
が大き͘，μイアンαεでは葉৭がೱ

͘開花が遅れた（ද -1）。このように，
布容ثར༻による生育や開花΁のӨڹ
はࢼڙしたいずれの品目でもೝめられ
るが，そのӨڹは実༻上問題とならな
いൣғ಺であり，ഇ੍غ෰の布ૉ材の
栽培容ث΁のస༻はՄೳであった。

̎ɽ԰಺ར用ʹ͘޲Ֆのछ
ྨのࡧݕ

花ஃ༻花きの԰಺ར༻の栽培・ར༻
シεςϜのߏஙにおいて，԰಺؀境下
での花ஃ༻花きの品質อ持ٕज़の開
発がෆՄ欠である。一方で，この栽
培・ར༻シεςϜの観৆期間における
品質อ持の࠷も大きな੍ݶ要Ҽとなっ
ているのは，ऑޫであると考えられ
る。しかしながら，花ஃ༻花きにつ

いては，԰಺を૝定したऑޫ൓Ԡに関
してのྫڀݚはない。そこで，本ڀݚ
では，ऑޫ下での開花性や生育特性を
調査し，花ஃ༻花きの種類による԰಺
のޫ؀境΁のదԠ性のҧいをݕ౼した

（0ka[awa・/JsIJKJNa 201�）。
花ஃ༻花きとして，インύνΣンε，

αϧϏア・εϓϨンσンε，ジχア，
トϨχア，バʔϕナ，ώマϫリ，Ϗン
カ，ペνϡχア，マリʔゴʔϧυの 9
品目をݧࢼにڙした。ୈ 1 花が開花
したබを，ࣨ಺Թ౓を໛した 20ˆ，
Hf ౮（'H'32&9-/-H/），ナシϣޫܬ
ナϧ੡）1
000 MY（+*S ; 9110 র౓
 ຿ࣨの明るさ，16.8ࣄ४においてج
Ж NPMN-2s-1 11'%，5�00 ～ 1��00 の
12 ࣌間日௕）の人޻気象ࣨでऑޫॲ
理（以下，このॲ理۠を「԰಺」と呼Ϳ）
した。一方，Թࣨで栽培を続けた （۠以
下「Թࣨ」）を対র۠とした。ॲ理期

ポリポット 18.5 12.8 7.9 45.3 5.1 48.3

布 18.4 11.9 7.3 42.9 5.6 48.9
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効果を調査したと༺ࢪのࡎە߅。（ུ
ころ，ॲ理 3 か月後は無ॲ理۠でカ
Ϗが発生したが，そのほかの۠ではカ
Ϗの発生はみられなかった。このよう
に໦ਣ༉とώバ༉はキϟϓλンࡎと同
౳の高い๷আ効果をࣔした。一方，5
か月後はキϟϓλン۠ࡎでܧ続して高
い๷আ効果があったが，そのほかの۠
ではカϏの発生がみられた。カϏの発
生ఔ౓はώバ༉۠ʻࠞ߹۠ʻ໦ਣ༉۠
のॱで大き͘，໦ਣ༉と比΂ώバ༉は
๷আ効果が高かった（σʔλলུ）。

ʢ̏ʣ࠿ഓ༰ثのҧ͍͕ϚϦʔΰʔ
ϧυͱμΠΞϯαεのੜҭʹٴ΅
͢Өڹ

マリʔゴʔϧυ b αϑΝリ イΤ
ロʔ ` を 201� 年 3 月 10 日に೻種し，
3 月 26 日，本葉 2 ຕల開࣌に鉢上͛
した。また，μイアンαε b アイσΟ
アϧηϨクト バイオϨット ` を 201�
年 � 月 16 日に೻種し，5 月 2 日，本
葉 2 ～ 3 ຕల開࣌に鉢上͛した。栽培
৚݅はࣗવޫ，׵気Թ౓ 25ˆ，ஆ๪
Թ౓ 13ˆとした。調査ג数はいずれ
の۠ݧࢼも 10 についてג֤，としג
1 ൪花が開花した࣌点で生育ঢ়گを調
査した。栽培容ثは（̍）に४͡，布
をାঢ়に加޻したものを༻い，対রを
，ϙリϙットとした。その結果，草ৎࠇ
のҧいにث௕は栽培容ࢬ大ଆ࠷，高ג
よるӨڹはなかったが，マリʔゴʔϧ
υでは布容ثでϙリϙットと比΂花ܘ
が大き͘，μイアンαεでは葉৭がೱ

͘開花が遅れた（ද -1）。このように，
布容ثར༻による生育や開花΁のӨڹ
はࢼڙしたいずれの品目でもೝめられ
るが，そのӨڹは実༻上問題とならな
いൣғ಺であり，ഇ੍غ෰の布ૉ材の
栽培容ث΁のస༻はՄೳであった。

̎ɽ԰಺ར用ʹ͘޲Ֆのछ
ྨのࡧݕ

花ஃ༻花きの԰಺ར༻の栽培・ར༻
シεςϜのߏஙにおいて，԰಺؀境下
での花ஃ༻花きの品質อ持ٕज़の開
発がෆՄ欠である。一方で，この栽
培・ར༻シεςϜの観৆期間における
品質อ持の࠷も大きな੍ݶ要Ҽとなっ
ているのは，ऑޫであると考えられ
る。しかしながら，花ஃ༻花きにつ

いては，԰಺を૝定したऑޫ൓Ԡに関
してのྫڀݚはない。そこで，本ڀݚ
では，ऑޫ下での開花性や生育特性を
調査し，花ஃ༻花きの種類による԰಺
のޫ؀境΁のదԠ性のҧいをݕ౼した

（0ka[awa・/JsIJKJNa 201�）。
花ஃ༻花きとして，インύνΣンε，

αϧϏア・εϓϨンσンε，ジχア，
トϨχア，バʔϕナ，ώマϫリ，Ϗン
カ，ペνϡχア，マリʔゴʔϧυの 9
品目をݧࢼにڙした。ୈ 1 花が開花
したබを，ࣨ಺Թ౓を໛した 20ˆ，
Hf ౮（'H'32&9-/-H/），ナシϣޫܬ
ナϧ੡）1
000 MY（+*S ; 9110 র౓
 ຿ࣨの明るさ，16.8ࣄ४においてج
Ж NPMN-2s-1 11'%，5�00 ～ 1��00 の
12 ࣌間日௕）の人޻気象ࣨでऑޫॲ
理（以下，このॲ理۠を「԰಺」と呼Ϳ）
した。一方，Թࣨで栽培を続けた （۠以
下「Թࣨ」）を対র۠とした。ॲ理期
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布 18.4 11.9 7.3 42.9 5.6 48.9

*
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図 -�　ऑޫ͕Ֆஃ༻Ֆ͖ͷ։Ֆ਺とՖٴʹܘ΅͢Өڹ（Ұ෦ൈਮ）
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ԬᖒɿՖஃͷՖΛ෦԰Ͱҭָͯͯ͠ΉʮՖ׆෍ �ʯͷ঺հ　1�

間は � ि間とし，ॲ理開࢝から 1 ि
間おきにגுや開花数などを調査し
た。ただし，開花数がゼロとなった࣌
点で調査をଧͪ੾った。その結果，開
花期間を指ඪに԰಺దԠ性をධՁした
৔߹，3 つのάϧʔϓに分けることが
できた（図 -�）。一つ目は，開花期間
がもともと୹͘，ऑޫॲ理のӨڹが൑
વとしないάϧʔϓ，これにはώマϫ
リが含まれる。ೋつ目は，ऑޫॲ理۠
で開花期間が 3 ि間未ຬと୹͘԰಺
దԠ性が௿いάϧʔϓ，これには，ペ
νϡχア，αϧϏア，バʔϕナが含ま
れる。ࡾつ目はऑޫॲ理۠で開花期間
が 3 ि間以上と௕͘，ࣨ಺దԠ性が
高いάϧʔϓであり，これにはϏンカ，
インύνΣンε，マリʔゴʔϧυ，ト
Ϩχア，ジχアが含まれる。これらの
実ݧ結果から，植෺には品質を維持す
るための࠷小のޫڧ౓が存在し，それ
は種により大き͘異なることがࣔࠦさ
れた。

̏ɽʮՖ
͸ ͳ ͔ ͬ ΀

෍׆ �ʯの঺հ

ʢ̍ʣʮՖ׆෍ �ʯͱ͸ʁ

ઌにड़΂た੒果を活かし，花ஃの花
を෦԰で育ててָしむ「花活布 � ʹ

花を活かし，布を活かす」を考Ҋし
た（図 -5）。「花活布 �」は，花ஃබ
を԰಺でར༻できるよう布容ثと૊߹
わͤたもので，੾花よりも観৆期間が
௕͘鉢花よりもίンύクトで୯Ձを཈
え，花きの԰಺ར༻におけるୈ̏のར
༻๏をఏҊする঎品である。その大き
な特徴として，ᶃ観৆༻花きとして花
ஃබを༻いていること，ᶄ栽培容ثと
して布ૉ材を༻いていること（̍ɽの
੒果では生産ஈ֊で布容ثを࢖༻した
が，栽培が容易でないため，栽培はϙ
リϙットで行い，観৆௚લに布でแみ
࢖ᶅ土を，（ߋண型にする方ࣜに変ۊ
わず，Ϡシ֪をϕʔεとした培地を࢖
༻していること（本稿ではσʔλলུ。
ԚれずӴ生的，ॲ分が容易）が͛ڍら
れる。布全体からٵਫできܰྔである
ため，৯୎でおࡼの上や௻り下͛てน
ֻけでもར༻がՄೳである。

ʢ̎ʣ঎඼Խʹ͚ͯ޲

東ژ౎೶ྛ૯߹ڀݚηンλʔのڀݚ
੒果を活かし，ઍ葉科学大学，αϨジ
オۀ޻高౳ઐ໳学ࣜג，ߍձࣾΤϜ・
アンυ・Ϗʔ・ϑロʔラ౳が花活布ϓ
ロジΣクトとして֤ʑのઐ໳知識を活
かしアイσアをग़し߹い，঎品化を目
指している。2016 年౓からීٴηン

λʔと連ܞし，ݧࢼ的な生産者ҕୗ栽
培も実ࢪし，（ג）αマʔランυ（東
やಓのӺ季ָཬあさ（ࢢ౎あきるのژ
ͻ（ઍ葉県Ѵࢢ）などෳ数のࢪઃで
的なൢചが࢝まったところであݧࢼ
る。一方，広報活ಈとして，アάリϏ
ジネεϑΣアや花のలཡձ౳で঎品の
ίンηϓトを説明し，లࣔするととも
に，ϗʔϜペʔジ（IttQ���IaOaDuQ.
JOfP�）や 'aDeCPPk を活༻し，৘報
を発৴している。今後は，ൢചに޲け
঎品ύッέʔジの開発をするととも
に，ए年૚のध要にԠ͡たࢢ৔性の高
い品目のಋೖと生産上の問題点を明ら
かにしてい͘༧定である。
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そのੲに，ࠃ中の植෺が໦と草に分かれてઓ૪をしたこと
があったそうで，その様ࢠが࣌ށߐ୅に「草໦ଠฏ記」とし
てץ行され，これが 1926 年に有๎ಊจݿの一࡭，「ޚՀ草ࢴ」
の中の一ฤとして活ࣈ化された。ߍగ者の౻ҪࢵӨࢯは「ޚ
Հ草ࢴ」の「ॹݴ」でこの෺語を以下のように要໿した。
  ɹ٢໺のཬ近き一むらബ，ീ重ᓎの花の࢟をធのܺに見そめしよ

り，৭ਂきፁとなり，小ഡを஥ཱとしてݴͻدり，いつしか花の
下ඥଧ解けて，草のປをとりかはしたるに，കฉきて大にౖり，
ബが໺ᬑにՐをかけてমき፫はんと，一味の໦の੎をͤ࠵ば，ബ
も草の一類を集めて૬ፌͻ，ޓにউഊありしが，ೇの໦の加੎に
ബഊ北して，はら一จࣈにૡ੾つてᕆכがݪの࿐とফえにしかば，
ᓎは花のҥをվめて๽છとなり฾ఏをீͻしとなり。
ീ重ࡩに࿀যがれたεεキが思いあ͙Ͷているところに小

ഡがखを差し৳΂た。ϋΪがεεキのଆにཱって࿀の஥ཱͪ
をしたのは，ສ葉集でࢁ上Աྑが秋のࣣ種（草）のච಄にし
て以来，ϋΪを草とѻってきたܦҢがあると思われるが，こ
れが௿໦であることから໦に࿩を通͡やすいとみられたのか
もしれない（Ϡマϒキ，Ϙλン，アジαイなども「草」に͘
みした）。とにか͘，εεキは 2 ౓にわたって無ࢹされたീ
重ࡩから，ϋΪのおか͛でようや͘下記の৭よいฦࣄを得て
૝いを果たした（図 -1）。

ɹいろいろに花のたつみはつらけれど今はしのͿの草結びͤん
΢ϝが大いにౖったのは，ീ重ࡩとは「・・・കのかをる

大ሡに೏もਂ͘૬ೃれてީ΁ば・・」との関܎にあったから
で，εεキに対しては࠘ٯみといえる。ともあれ，εεキは
草の本ڌ地෢ଂ໺で同ࢤをืってകに཰いられる໦܉にཱͪ
，の౎であったらしい。෺語にはژかうが，ओઓ৔はどうやら޲
た͘さんの植෺໊がొ৔するが，それらはઓ࢜としての৔߹
とֻけݴ葉やᔬམを含めたम০語としての৔߹がある。ྫえ
ば，໦܉の大ক΢ϝや草܉のオϛナΤシはもͪろんઓ࢜で，
൴らのいでたͪの解説にも植෺໊がͪりばめられた。
  ɹ΢ϝɿ༶ക౧ཥのෲרに，കのこだͪを結んでさ͛，ߚക月毛

のഅに৐り，ૉ૦おつとりग़でられたり。
  ɹオϛナΤシɿ೜Ϳจࣈ੆たかにとつて෇け，Κんどうのٷを

ԣた΁，∍ۨにᣪのखߝをかけられたり。
とにか͘ఱ下分け目の߹ઓで，全ࠃのদ，ࡩやߚ葉の໊所

から໏໦の類はもͪろん，Ӊ࣏の஡園のνϟの໦などもこ
ͧって໦܉に߹流し，一方，ηリ，ナズナの春のࣣ草をච಄に，

「われわれை੉に年をふるとても，流れは同͡草なれば・・・」

と૶Ԙ草，つまり海૶までもが草܉に加わった（ද -1）。アα
Ψオ・ώϧΨオ・Ϣ΢Ψオのつる草が，ςイカカρラ・πλ・
αネカρラなど౻本をैえた࿝দ大কに௅んでかなわず，「同
͡ປに౼死にして༦إの࿐とͧফえにける」となる。౉来が
明࣏࣌୅以降とされるϤϧΨオは，さすがにこの߹ઓにはग़
てこない。

ઓہは次のように草܉の༏੎で進んでいたようである。
  ɹさるఔに草は→の৭をかがやかし，花（໦）のକを͘さりつれ，

ఢの৓をᅴむことࣣ重ീ重にធをΏふが೗͘なり。
໦܉のྼ੎を൨ճしたのはೇ໦ 	 ͘すのき 
 の活༂で，こ

の໦のみ「ೇ໦ਖ਼੒」というח૔࣌୅から南北ே࣌୅に実在
した෢কの人໊でग़て͘る。
  ɹएき葉෢者をඦきばかりै΁，思ͻもよら͵ఢの後より᱿を

どつとつ͘りかけ，草のਞ΁ׂってೖる。・・ݹ໦どもはੋに
ྗを得，࠶び花さ͘৺地して，われもわれもとཱͪฦりここを
ͤんどとઓͻける。
これをసػに໦܉がओಋݖをѲり，その結果草܉はྼ੎にؕ

り，「もはやこれまで」とଧってग़たεεキはࣗ֐して果てる。
  ɹ無ጙやബは花᝷の花の೗͘ึをいづ΂きやうもなし。今はこ

れまでとや思ͻけん，੻とͻڅ΁למのಓ৺ばらといふさまに，
はら一จࣈにḬき੾って，ᕆכがݪの࿐とͧফえにける。
クεノキの大活༂があっての໦܉のউརであるが，߹ઓが

௕Ҿいて秋からౙにかかれば，草にとっては੎いのਚきるこ
と，ࣗ明であったろう。๯಄にあるように，ീ重ࡩは「๽છ

《第9回》

―御伽草子の世界―

図 -�　ʮ໦ʯとʮ૲ʯͷ߹ઓΛΊ͙Δ૬ؔ図
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そのੲに，ࠃ中の植෺が໦と草に分かれてઓ૪をしたこと
があったそうで，その様ࢠが࣌ށߐ୅に「草໦ଠฏ記」とし
てץ行され，これが 1926 年に有๎ಊจݿの一࡭，「ޚՀ草ࢴ」
の中の一ฤとして活ࣈ化された。ߍగ者の౻ҪࢵӨࢯは「ޚ
Հ草ࢴ」の「ॹݴ」でこの෺語を以下のように要໿した。
  ɹ٢໺のཬ近き一むらബ，ീ重ᓎの花の࢟をធのܺに見そめしよ

り，৭ਂきፁとなり，小ഡを஥ཱとしてݴͻدり，いつしか花の
下ඥଧ解けて，草のປをとりかはしたるに，കฉきて大にౖり，
ബが໺ᬑにՐをかけてমき፫はんと，一味の໦の੎をͤ࠵ば，ബ
も草の一類を集めて૬ፌͻ，ޓにউഊありしが，ೇの໦の加੎に
ബഊ北して，はら一จࣈにૡ੾つてᕆכがݪの࿐とফえにしかば，
ᓎは花のҥをվめて๽છとなり฾ఏをீͻしとなり。
ീ重ࡩに࿀যがれたεεキが思いあ͙Ͷているところに小

ഡがखを差し৳΂た。ϋΪがεεキのଆにཱって࿀の஥ཱͪ
をしたのは，ສ葉集でࢁ上Աྑが秋のࣣ種（草）のච಄にし
て以来，ϋΪを草とѻってきたܦҢがあると思われるが，こ
れが௿໦であることから໦に࿩を通͡やすいとみられたのか
もしれない（Ϡマϒキ，Ϙλン，アジαイなども「草」に͘
みした）。とにか͘，εεキは 2 ౓にわたって無ࢹされたീ
重ࡩから，ϋΪのおか͛でようや͘下記の৭よいฦࣄを得て
૝いを果たした（図 -1）。

ɹいろいろに花のたつみはつらけれど今はしのͿの草結びͤん
΢ϝが大いにౖったのは，ീ重ࡩとは「・・・കのかをる

大ሡに೏もਂ͘૬ೃれてީ΁ば・・」との関܎にあったから
で，εεキに対しては࠘ٯみといえる。ともあれ，εεキは
草の本ڌ地෢ଂ໺で同ࢤをืってകに཰いられる໦܉にཱͪ
，の౎であったらしい。෺語にはژかうが，ओઓ৔はどうやら޲
た͘さんの植෺໊がొ৔するが，それらはઓ࢜としての৔߹
とֻけݴ葉やᔬམを含めたम০語としての৔߹がある。ྫえ
ば，໦܉の大ক΢ϝや草܉のオϛナΤシはもͪろんઓ࢜で，
൴らのいでたͪの解説にも植෺໊がͪりばめられた。
  ɹ΢ϝɿ༶ക౧ཥのෲרに，കのこだͪを結んでさ͛，ߚക月毛

のഅに৐り，ૉ૦おつとりग़でられたり。
  ɹオϛナΤシɿ೜Ϳจࣈ੆たかにとつて෇け，Κんどうのٷを

ԣた΁，∍ۨにᣪのखߝをかけられたり。
とにか͘ఱ下分け目の߹ઓで，全ࠃのদ，ࡩやߚ葉の໊所

から໏໦の類はもͪろん，Ӊ࣏の஡園のνϟの໦などもこ
ͧって໦܉に߹流し，一方，ηリ，ナズナの春のࣣ草をච಄に，

「われわれை੉に年をふるとても，流れは同͡草なれば・・・」

と૶Ԙ草，つまり海૶までもが草܉に加わった（ද -1）。アα
Ψオ・ώϧΨオ・Ϣ΢Ψオのつる草が，ςイカカρラ・πλ・
αネカρラなど౻本をैえた࿝দ大কに௅んでかなわず，「同
͡ປに౼死にして༦إの࿐とͧফえにける」となる。౉来が
明࣏࣌୅以降とされるϤϧΨオは，さすがにこの߹ઓにはग़
てこない。

ઓہは次のように草܉の༏੎で進んでいたようである。
  ɹさるఔに草は→の৭をかがやかし，花（໦）のକを͘さりつれ，

ఢの৓をᅴむことࣣ重ീ重にធをΏふが೗͘なり。
໦܉のྼ੎を൨ճしたのはೇ໦ 	 ͘すのき 
 の活༂で，こ

の໦のみ「ೇ໦ਖ਼੒」というח૔࣌୅から南北ே࣌୅に実在
した෢কの人໊でग़て͘る。
  ɹएき葉෢者をඦきばかりै΁，思ͻもよら͵ఢの後より᱿を

どつとつ͘りかけ，草のਞ΁ׂってೖる。・・ݹ໦どもはੋに
ྗを得，࠶び花さ͘৺地して，われもわれもとཱͪฦりここを
ͤんどとઓͻける。
これをసػに໦܉がओಋݖをѲり，その結果草܉はྼ੎にؕ

り，「もはやこれまで」とଧってग़たεεキはࣗ֐して果てる。
  ɹ無ጙやബは花᝷の花の೗͘ึをいづ΂きやうもなし。今はこ

れまでとや思ͻけん，੻とͻڅ΁למのಓ৺ばらといふさまに，
はら一จࣈにḬき੾って，ᕆכがݪの࿐とͧফえにける。
クεノキの大活༂があっての໦܉のউརであるが，߹ઓが

௕Ҿいて秋からౙにかかれば，草にとっては੎いのਚきるこ
と，ࣗ明であったろう。๯಄にあるように，ീ重ࡩは「๽છ
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めࡩ」となってग़Ոし，෺語はऴわる。
「草໦ଠฏ記」には実に多種多様な草໦の໊લがొ৔し，ઓ

࢜としての৔߹はもとよりम০語として࢖う৔߹にも，それͧ
れの植෺の特徴がうま͘つながっているので，この࡞者は౰࣌
の植෺に関して豊富な知識を持っていたにҧいない。

෺語には΢ϝやϘλンをච಄に多͘の౉来種がొ৔する。
中でも，草܉のϗ΢ηンカはインυ方面のݪ産とされ，ࣨ
町࣌୅中期には日本のॻ෺にొ৔するそうで，࣌ށߐ୅に
は観৆༻としてのほか，「ڕの೑の೗き෺をࣽるに，ࢠ（種
ののんどにたࠎのڕ。を数ཻೖれば，やはらかになる（ࢠ
ͪたるにࠑ実を෰すれば，しるしあり。（֋ݪӹݢɹ「花ኮ」ɹ
169�，ീࡔॻ๪ɹ19�3 ൛）」との༻్もあり，また，常཮
土Ӝൡの町方がນ෎からのґཔにԠえて産෺を調査・記ࠃ
࿥した中にも「本うηん͘Ԧ（ϗ΢ηンクϫ）（ਢా௚೭ɹ

「250 年લの植෺群૾ɹڗอ 20 年಺ాՈจॻ「日記」より」ɹ
2005）」とある。৽ׁ県中ӽ地方のむかし࿩で，「ܧ母にૄ
まれ，ԳにೖれられてࢁԞにຒめられる࢞に，ຓがϗ΢ηン
カの種ࢠを౉してԳの݀からམとさͤ，ఉにその花の࡙͘の
を見計らってࢁಓの花をたどり，࢞をॿけग़す。（おۄとお
次ɹʤਫ୔ݠ一ɹおばばのੲばなしʥ，19�6）」という໾ׂも
ԋ͡た。౉来種のϗ΢ηンカが，草܉に͡ࢀるほどに植෺஥
間や日本の人ʑにे分にな͡んでいたことがわかる。

人間の࢟をした植෺の活༂をඳ͘෺語は日本には結ߏあっ
たそうで，8eC ではい͘つかの関連する࿦จもग़て来ࡧݕ
る。「草໦ଠฏ記」は຤ඌで，以下のように「人間にたがふ
こと一つもなし」とૌえている（̡ ɹʳ಺がٖ人化）。
  ɹ「種をࣘきそめしよりժʲ目ʳをͻらき，同͘͡花に೏ͻを

とどめ，ޱなしとい΁ども葉ʲࣃʳもはえ，ᡎなしとい΁ども
一節ʲۂ調ʳあり，ࣖなしとい΁ども෺をき͘ら͛のࣖがまし
きʲฉ͘ʳをば初めとして，खにはखദあり，おのれおのれに
もあれば，おほͫのふ͙りも下がれり，ཉなしとい΁ども෺ވ
をみどりʲ؃औりʳにするԑもඋはり・・」

草が໦に無೦のഊ北を٤してからز੕ૼܦ過したのかわか
らないが，人ʑと雑草とのઓはさらに続͘ので，ࢁ形県の南
෦にあるという草໦ڙཆౝにならって，「草ࠢҚྶൾ」を考
える࣌期なのかもしれない。

ද��　૲ɾ໦܉ͷओཁͳࢀઓऀ໊฽
ཧᡓ䛧䛯䛂ⲡ䛃 ⌧௦䛾ྡ ཧᡓ䛧䛯䛂ᮌ䛃 ⌧௦䛾ྡ

ⷧ（⥲኱ᑗ） スス䜻 ᱵ （⸅䜛኱ᑗ） 䜴䝯

ⱂ 䝉リ （ᾉ⳹䛾ᱵ）

⸐ 䝘䝈䝘 Ḉ䚷(㠡㤿䛾㞼⌔Ḉ㻕 サ䜽䝷䛾௰間

஬ᙧ 䝝䝝䝁䜾サ （኱ཎ䜔ᑠ㮴䛾花）

䛯䜃䜙䛣 䝁䜸ニ䝍䝡䝷䝁 （ᔢᓚ䠈ோ࿴ᑎ䠈ᚚ室䛾花）

ష䛾ᗙ 䝩ト䜿䝜䝄䠛 （ᑠཎ䠈㈾ཎ䠈Ᏹ἞䠈㓬㓮䠈
అぢ䠈ᮌᖭ䛾ᒣḈ）

㕥⳯ 䜹䝤 （㉺ᚋḈ）

䛩䛪䛧䜝 䝎䜲䝁ン （ಙ⃰Ḉ）

ᑠⴗ 䝝䜼䛾௰間 （ఀໃ䛾ᅧ䚷⚄㊰ᒣ䛾Ḉ）

஭ᡭ䛾ᒣ྿ 䝲マ䝤䜻 （᫇䜢ᚸ䜆ᚿ㈡䛾Ḉ）

䜢䜏䛺䜈䛧 䜸䝭䝘䜶䝅 （ⱝᮌ䛾Ḉ㻕

῝ぢⲡ 䝪䝍ン （༡Ẋ䛾Ḉ㻕

Ⱗ⵷ 䝣䝶䜴 ᯇ （ᯇ䛾኱ᑗ） マ䝒䛾௰間

Ⱏ⸆ 䝅䝱䜽䝲䜽 （ຍ㈡䛾ᅧ䛻ᏳᏯ䛾ᯇ）

䛧䜒䛴䛡 䝋䝰䝒䜿 （ᚿ㈡၈ᓮ䛾୍䛴ᯇ）

⣸㝧花 ア䝆サ䜲 （ྡ䜒㧗◁䛾ᯇ）

䛡䛧䛾花 䜿䝅 （ቚ䛾Ụ䛾ᯇ）

⣸ⱌ 䝅䜸ン （஬ⴥ䛻䛯䛴䛿Ꮚ䛾᪥䛾ᯇ）

㱟⮉ リン䝗䜴 ⣚ⴥ（㱟⏣ᕝ䛾⚄ᮌ） 䝰䝭䝆䛾௰間

⸨⿙ 䝣䝆䝞䜹マ （䜐䜙⣚ⴥ）

᱖᱾ 䜻䜻䝵䜴 （✄Ⲵ䛾ⷧ⣚ⴥ）

ᒾ⸨ 䜲ワ䝣䝆 （㏻ኳ䛾⣚ⴥ）

Ḉⲡ サ䜽䝷䝋䜴 （ᑠ಴䠈㧗ᑿ䛾⣚ⴥ）

㥖䛴䛺䛞 䝁マ䝒䝘䜼 ᴋᮌ 䜽ス䝜䜻

ᛀ䜜ⲡ 䝲䝤䜹ン䝌䜴 ᰗ 䝲䝘䜼

㭘ⲡ 䝊ニ䝂䜿䠛 䛥䛴䛝 サ䝒䜻

኱࿴᧙Ꮚ 䜹ワ䝷䝘䝕䝅䝁 ᱈花 （す⋤ẕ） 䝰䝰

၈᧙Ꮚ 䝉䜻チ䜽䛾௰間 ⓒ᪥⣚ サ䝹ス䝧リ

▼➉ 䝉䜻チ䜽 ⥤ᮡ ス䜼

ⴛⲡ 䝜䜹ン䝌䜴䠛 ⋢ᳺ 䝒䝞䜻

Ỉ௝ ス䜲䝉ン ᮅ಴䛾ᐓ┦ サン䝅䝵䜴

㬅௝花 䝩䜴䝉ン䜹 ᰩ 䜽リ

䛞䜌䛖䛧 䜼䝪䜴䝅䛾௰間 䛛䛝 䜹䜻

ጲⓒྜ ヒ䝯䝴リ ⁽䛾ᮌ 䜴䝹䝅

⨾ேⲡ ヒ䝘䝀䝅䠛 䜂 ヒ䝜䜻

䛛䜙䛒䜔䜑 ア䝲䝯䛾௰間䠛 ᳿ᱵ 䝲マ䝰䝰

⣸⹒ 䝅䝷ン ᮥ アン䝈

Ἑཎ䛾኱㯤 䜼䝅䜼䝅䛾௰間 䛩䜒䜒 ス䝰䝰

⹡᮫ 䜲䝍䝗リ ஑ᖺẕ 䜽䝛ン䝪

䛧䛾䛽 䜼䝅䜼䝅䛾௰間 䛘䛾䜏 䜶䝜䜻

၈ⶑ 䜸䜸䜿䝍䝕 ᳚䛾ᮌ 䝮䜽䝜䜻

ẟⶑ 䝍䝕䛾௰間 䛟䜛䜏 䜽䝹䝭

≟ⶑ 䜲䝚䝍䝕 ᶶ 䜽䝚䜼

䜡䛾䛣ⲡ 䜶䝜䝁䝻䜾サ Ⲕ （Ᏹ἞䛾Ⲕᅬ䛾チ䝱䛾ᮌ） チ䝱

ᮡ⳯ ス䜼䝘 ᐃᐙⴱ 䝔䜲䜹䜹䝈䝷

ᮌ㈫ ト䜽サ ⶬ䛛䛵䜙 䝒䝍

㞴Ἴὠ䛾⸼ ア䝅 䛥䛽䛛䛵䜙 サ䝛䜹䝈䝷

ᮭⱝ 䜹䜻䝒䝞䝍 䜆䛰䛖 䝲マ䝤䝗䜴䠛

᪩ⱑ 䜲䝛 Ჯ᷷ 䝅ュ䝻

ᮅ㢦 アサ䜺䜸 㖟ᮥ 䜲チ䝵䜴

᫨㢦 ヒ䝹䜺䜸 ⸽㚡 䝋䝔䝒

ኤ㢦 䝴䜴䜺䜸

⳥ （ⓑ⳥䛾኱ᑗ） 䜻䜽䛾௰間

䚷  （᫓⳥）

䚷  （ኟ⳥）

䚷  （ᐮ⳥）

䚷  （⊥䚻⣚⳥）

௝⩝花 䝉ン䝜䜴

ᑠ㇋䛾኱⣡ゝ マ䝯
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⛅䛾ⱳᏊ 䝘ス

㨣ⓒྜ 䜸ニ䝴リ

㨣ⷭ ア䝄䝭䛾௰間

สⴛ 䝯䜺䝹䜹䝲
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 䚷䚷䚷䚷䚷（ᾏᯇ）

 䚷䚷䚷䚷䚷（࿴ᕸ）

䚷䚷䚷䚷䚷 （㟶ᾏⱏ）
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 䚷䚷䚷䚷䚷（䜅䛾䜚）

 䚷䚷䚷䚷䚷（䛒䜎䛾䜚）

 䚷䚷䚷䚷䚷（㞱ෙᾏⱏ）

䚷䚷䚷䚷䚷 （䜋䜣䛰䛿䜙）

⾲-1.䚷ⲡ䞉ᮌ㌷䛾୺せ䛺ཧᡓ⪅ྡ⡙
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・ トήϛノキπネノϘλンɿ
R anunculus muricatus -.ɹ（sQJOyfruJt CutterDuQ など）
・ イϘϛキンϙ΢ήɿ
R anunculus sard o us $raOt[ɹ（IaJry CutterDuQ など）
いずれもϤʔロッύݪ産のキンϙ΢ή科キンϙ΢ήଐのౙ

生一年生草本。トήϛノキπネノϘλンは 1915 年にઋ୆ࢢ
で，イϘϛキンϙ΢ήは 1980 年にদࢢߐで࠷初に֬ೝされ
た。両種ともに，۝भのഴാでは雑草としてൟໜしており，
近年，問題地域は֦大޲܏にある（ࣸਅ -1）。
˙෼෍

両種ともにϤʔロッύݪ産で，੢アジア～中ࠃ，北ถ，オʔ
εトラリアに分布している。トήϛノキπネノϘλンは南ถ
νリにも分布৘報がある。ࠃ಺では，トήϛノキπネノϘλ
ンは 1915 年にઋ୆ࢢで֬ೝされて以来，本भ，࢛۝，ࠃभ
の広いൣғに分布が֬ೝされている。イϘϛキンϙ΢ήは
1980 年にদࢢߐで֬ೝされて以来，分布域を֦大している
もののトήϛノキπネノϘλンほどではな͘，੢日本を中৺
に分布している。࿏๣౳に多いが，۝भ，ޱࢁではഴ࡞ะ৔
でも֬ೝされる。
෼͚ΔϙΠϯτݟଶͱܗ˙

両種はよ͘ࣅるがトήϛノキπネノϘλンのほうが全体
的にやや大ฑのҹ象をडける。草ৎは 50DN ఔ౓であるが，
ഴ࡞ะ৔಺では 80DN ఔ౓になり，ऩ֭લにはഴのึと同
ఔ౓の高さまで৳௕する。イϘϛキンϙ΢ήのࠜ生葉は௖ย
がಠཱするが，トήϛノキπネノϘλンはしないことから見
分けることができる（ࣸਅ -2）。両種ともに種ࢠ（૫果）の
ଆ面にಥىがあるが，その໊の通り，トήϛノキπネノϘλ
ンはトήঢ়，イϘϛキンϙ΢ήはイϘঢ়であり（ࣸਅ -3），
種ࢠの大きさもલ者が໿ 6.5NN，後者が໿ 2.5NN である
ことから見分けは容易である。
૲ͱͯ͠の৘ใࡶ˙

両種ともにஆ地のഴ࡞ะ৔で雑草としてൟໜし，ਫҴ後ะ
৔に比΂て大豆後ะ৔で発生ྔが多͘なる。ൟໜะ৔では大
きなݮऩをট͘だけでな͘，ऩ֭࣌にίンバイン΁のからみ
つきによる֐્ۀ࡞やऩ֭෺΁の種ࢠのࠞೖが問題となるこ
とがある。

˙๷আʹؔ͢Δ৘ใ
ɹ両種ともに土৕ॲ理ࡎではペンσΟϝλリンの効果が高い
が，ジχトロアχリン系আ草ࡎに఍߅性を持つεズϝノςッ
ϙ΢の発生ะ৔では࢖༻できない。一方，఍߅性εズϝノςッ
ϙ΢に効果が高いνオカʔバϝʔト系のϓロεϧϗカϧϒの
効果は௿͘，఍߅性εズϝノςッϙ΢対ࡦで連༻したะ৔で
ൟໜする޲܏がある。ܪ葉ॲ理ࡎでは，アイオキシχϧの効
果は � 葉期まで生育の進んだ個体では௿͘なる。νϑΣン
εϧϑロンϝνϧとϕンλκンは � 葉期までの個体に対し
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・ トήϛノキπネノϘλンɿ
R anunculus muricatus -.ɹ（sQJOyfruJt CutterDuQ など）
・ イϘϛキンϙ΢ήɿ
R anunculus sard o us $raOt[ɹ（IaJry CutterDuQ など）
いずれもϤʔロッύݪ産のキンϙ΢ή科キンϙ΢ήଐのౙ
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た。両種ともに，۝भのഴാでは雑草としてൟໜしており，
近年，問題地域は֦大޲܏にある（ࣸਅ -1）。
˙෼෍
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に分布している。࿏๣౳に多いが，۝भ，ޱࢁではഴ࡞ะ৔
でも֬ೝされる。
෼͚ΔϙΠϯτݟଶͱܗ˙

両種はよ͘ࣅるがトήϛノキπネノϘλンのほうが全体
的にやや大ฑのҹ象をडける。草ৎは 50DN ఔ౓であるが，
ഴ࡞ะ৔಺では 80DN ఔ౓になり，ऩ֭લにはഴのึと同
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種ࢠの大きさもલ者が໿ 6.5NN，後者が໿ 2.5NN である
ことから見分けは容易である。
૲ͱͯ͠の৘ใࡶ˙
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৔に比΂て大豆後ะ৔で発生ྔが多͘なる。ൟໜะ৔では大
きなݮऩをট͘だけでな͘，ऩ֭࣌にίンバイン΁のからみ
つきによる֐્ۀ࡞やऩ֭෺΁の種ࢠのࠞೖが問題となるこ
とがある。
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ࡩ㸪᪩⏕⣔ࢻーࣝࢦࢼࣙࢪる㸪ࡀࡘ㸪ࢻーࣝࢦࣀࢼࢩ)

 (ࡌ

ጤク試験ุᐃ⤖ᯝ  

ᖹᡂ 28ᖺᗘ࣭ࣜࣥࢦⴠⴥᯝᶞ㛵ಀ除ⲡ๣࣭⏕⫱ㄪ⠇๣試験ุᐃ⤖ᯝ 
(බ㈈)᪥ᮏ᳜≀ㄪ⠇๣◊✲༠఍ ᢏ⾡㒊       

 

 

ҕୗݧࢼ൑ఆ݁Ռ
平成 28 年度リンゴ・落葉果樹関係
除草剤・生育調節剤試験判定結果

( බ㈈ )᪥ᮏ᳜≀ㄪ⠇๣◊✲༠఍ࠉᢏ⾡㒊
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%� ⏕⫱ㄪ⠇剤（ࡁ࡙ࡘ㸧B.⏕⫱ㄪ⠇๣     

⸆ ๣ ྡ  
᭷ຠᡂศࡧࡼ࠾ 

ྵ᭷⋡(%) 
[ጤク⪅] 

స≀ྡ ࡽࡡい ุᐃ ุᐃෆᐜ 

2.AKD-8152 Ỉ⁐ 
࢘ࣜࢺࢼ㓑㓟ࣥࣞࢱࣇࢼ-1
ム:4.4% 
  [࢘ࣙࢩࢿ࢝ࣟࢢ࢔]

 (⥅ ⥅ ᪂ᲈఙ㛗ᢚไ ࢦࣥࣜ

࣭ຠᯝ㸪⸆ᐖの☜ㄆ 

3.AKR-8001 Ỉ࿴ 
 ⣔:25%ࣥࣜࢧ࢟ࣀ࢟
  [࢘ࣙࢩࢿ࢝ࣟࢢ࢔]

 (⥅ ⥅ ᦬ⰼ ࢦࣥࣜ

࣭ຠᯝ㸪⸆ᐖの☜ㄆ 

4.NAC Ỉ࿴ 
NAC:85% 
 
 
  [࢜࢖ࣂࣥࢧࢭ࢞ࢼ]

ࣜ ࣥ ࢦ
ࢡࢵࣁ)
 (ࣥ࢖ࢼ

ຍᕤ⏝ࣜࣥࢦの᦬ᯝ(໭ᾏ㐨;2ᖺ┠) ᐇ࣭⥅ 

(ᚑ᮶

࠾࡝

り) 

ᐇ)[ࣜ  [᦬ᯝ:ࢦࣥ

࣭‶㛤ᚋ2㹼3㐌㛫㡭 

࣭1200ಸ 

࣭散布 

࣭ຠᯝࡀ☜ㄆࢀࡉたရ✀;ᅜග㸪⣚⋢㸪᪫㸪⚃㸪ࡩ

㸪ࢻーࣝࢦࢼࣙࢪる㸪ࡀࡘ㸪༳ᗘ㸪༓⛅㸪ࡘࡴ㸪ࡌ

⋤ᯘ㸪໭ᩯ㸪ࡉんࡉ㸪㝧ග㸪ࣥ࢖ࢼࢡࢵࣁ 

⥅) 

࣭2ᅇฎ⌮でのຠᯝの☜ㄆ 

࣭㡬ⱆⴠⰼᮇでの᦬ᯝຠᯝの☜ㄆ(ຍᕤ⏝ࣜࣥࢦ) 

ⴠⴥᯝᶞ㛵ಀ除ⲡ๣࣭⏕⫱ㄪ⠇๣ 

A.除ⲡ๣     

⸆ ๣ ྡ  
᭷ຠᡂศࡧࡼ࠾ 

ྵ᭷⋡(%) 
[ጤク⪅] 

స≀ྡ ࡽࡡい ุᐃ ุᐃෆᐜ 

1.HCW-201 ࢔ࣟࣇブࣝ 
DCMU:50% 
 
[*ಖᅵ㇂UPL 
໭⯆໬Ꮫᕤᴗ]  

ブ࢘ࢻ ୍ᖺ⏕㞧ⲡ㸪㞧ⲡⓎ⏕๓ ⥅ ⥅) 
࣭ຠᯝ㸪⸆ᐖの☜ㄆ 

ࣔࣔ ୍ᖺ⏕㞧ⲡ㸪㞧ⲡⓎ⏕๓ ⥅ ⥅) 
࣭ຠᯝ㸪⸆ᐖの☜ㄆ 

2.NC-360 ࢔ࣟࣇブࣝ 
 %7.0:ࣝࢳ࢚ࣉࢵ࣍ࣟࢨ࢟
 
 
[᪥⏘໬Ꮫᕤᴗ]  

ブ࢘ࢻ ୍ᖺ⏕ࢿ࢖⛉㸪ከᖺ⏕ࢿ࢖⛉㞧ⲡ ⥅ ⥅) 
࣭ຠᯝ㸪⸆ᐖの☜ㄆ ブ࢘ࢻ ⸆ᐖ試験 

࢝࢟ ୍ᖺ⏕ࢿ࢖⛉㸪ከᖺ⏕ࢿ࢖⛉㞧ⲡ ᐇ࣭⥅ ᐇ)[࢝ ࢟:୍ ᖺ⏕ࢿ࢖⛉㞧ⲡ㸪ከᖺ⏕ࢿ࢖⛉㞧ⲡ] 

࣭᫓㹼ኟᏘ㸪㞧ⲡ⏕⫱ᮇ(ⲡ୔30cm௨ୗ) 

࣭750㹼1000mL<100L>/10a 

࣭㞧ⲡⱼⴥฎ⌮ 
⥅) 
࣭⸆㔞500mL/10aでのຠᯝ㸪⸆ᐖの☜ㄆ 

ࣔࣔ ୍ᖺ⏕ࢿ࢖⛉㸪ከᖺ⏕ࢿ࢖⛉㞧ⲡ ⥅ ⥅) 
࣭ຠᯝ㸪⸆ᐖの☜ㄆ 

ࣔࣔ ⸆ᐖ試験 

3.SCC-010 ᾮ 
 %18.5:ࢺーࢿࢩ࣍ࣝࢢ
 
 
[᪥ᮏࢧࣟࢢ࢔ーࢫࣅ]  

ブ࢘ࢻ ୍ᖺ⏕㞧ⲡ ⥅ ⥅) 
࣭ຠᯝ㸪⸆ᐖの☜ㄆ ブ࢘ࢻ ከᖺ⏕㞧ⲡ㸪ࢼࢠࢫ 

࢝࢟ ୍ᖺ⏕㞧ⲡ ᐇ࣭⥅ ᐇ)[࢝ ࢟:୍ ᖺ⏕㞧ⲡ㸪ከᖺ⏕㞧ⲡ] 

࣭᫓㹼ኟᏘ㸪㞧ⲡ⏕⫱ᮇ(ⲡ୔30cm௨ୗ) 

୍࣭ᖺ⏕㞧ⲡᑐ㇟;300㹼500mL/10a<100㹼150L/10a> 

ከᖺ⏕㞧ⲡᑐ㇟;500㹼1000mL/10a<100㹼150L/10a> 

࣭㞧ⲡⱼⴥฎ⌮ 

⥅) 

 るຠᯝ㸪⸆ᐖの☜ㄆࡍにᑐࢼࢠࢫ࣭

࢝࢟ ከᖺ⏕㞧ⲡ㸪ࢼࢠࢫ 

࢝࢟ ⸆ᐖ試験 

 

B.⏕⫱ㄪ⠇๣       

⸆ ๣ ྡ  
᭷ຠᡂศࡧࡼ࠾ 

ྵ᭷⋡(%) 
[ጤク⪅] 

స≀ྡ ࡽࡡい ุᐃ ุᐃෆᐜ 

1.AKD-8152 Ỉ⁐ 
 ム࢘ࣜࢺࢼ㓑㓟ࣥࣞࢱࣇࢼ-1

:4.4% 
  [࢘ࣙࢩࢿ࢝ࣟࢢ࢔]

᪥ᮏࢩࢼ ᪂ᲈఙ㛗ᢚไ ⥅ ⥅) 
࣭ຠᯝ㸪⸆ᐖの☜ㄆ 

B.⏕⫱ㄪ⠇๣     

⸆ ๣ ྡ  
᭷ຠᡂศࡧࡼ࠾ 

ྵ᭷⋡(%) 
[ጤク⪅] 

స≀ྡ ࡽࡡい ุᐃ ุᐃෆᐜ 

2.AKD-8152 Ỉ⁐ 
࢘ࣜࢺࢼ㓑㓟ࣥࣞࢱࣇࢼ-1
ム:4.4% 
  [࢘ࣙࢩࢿ࢝ࣟࢢ࢔]

 (⥅ ⥅ ᪂ᲈఙ㛗ᢚไ ࢦࣥࣜ

࣭ຠᯝ㸪⸆ᐖの☜ㄆ 

3.AKR-8001 Ỉ࿴ 
 ⣔:25%ࣥࣜࢧ࢟ࣀ࢟
  [࢘ࣙࢩࢿ࢝ࣟࢢ࢔]

 (⥅ ⥅ ᦬ⰼ ࢦࣥࣜ

࣭ຠᯝ㸪⸆ᐖの☜ㄆ 

4.NAC Ỉ࿴ 
NAC:85% 
 
 
  [࢜࢖ࣂࣥࢧࢭ࢞ࢼ]

ࣜ ࣥ ࢦ
ࢡࢵࣁ)
 (ࣥ࢖ࢼ

ຍᕤ⏝ࣜࣥࢦの᦬ᯝ(໭ᾏ㐨;2ᖺ┠) ᐇ࣭⥅ 

(ᚑ᮶

࠾࡝

り) 

ᐇ)[ࣜ  [᦬ᯝ:ࢦࣥ

࣭‶㛤ᚋ2㹼3㐌㛫㡭 

࣭1200ಸ 

࣭散布 

࣭ຠᯝࡀ☜ㄆࢀࡉたရ✀;ᅜග㸪⣚⋢㸪᪫㸪⚃㸪ࡩ

㸪ࢻーࣝࢦࢼࣙࢪる㸪ࡀࡘ㸪༳ᗘ㸪༓⛅㸪ࡘࡴ㸪ࡌ

⋤ᯘ㸪໭ᩯ㸪ࡉんࡉ㸪㝧ග㸪ࣥ࢖ࢼࢡࢵࣁ 

⥅) 

࣭2ᅇฎ⌮でのຠᯝの☜ㄆ 

࣭㡬ⱆⴠⰼᮇでの᦬ᯝຠᯝの☜ㄆ(ຍᕤ⏝ࣜࣥࢦ) 

ⴠⴥᯝᶞ㛵ಀ除ⲡ๣࣭⏕⫱ㄪ⠇๣ 

A.除ⲡ๣     

⸆ ๣ ྡ  
᭷ຠᡂศࡧࡼ࠾ 

ྵ᭷⋡(%) 
[ጤク⪅] 

స≀ྡ ࡽࡡい ุᐃ ุᐃෆᐜ 

1.HCW-201 ࢔ࣟࣇブࣝ 
DCMU:50% 
 
[*ಖᅵ㇂UPL 
໭⯆໬Ꮫᕤᴗ]  

ブ࢘ࢻ ୍ᖺ⏕㞧ⲡ㸪㞧ⲡⓎ⏕๓ ⥅ ⥅) 
࣭ຠᯝ㸪⸆ᐖの☜ㄆ 

ࣔࣔ ୍ᖺ⏕㞧ⲡ㸪㞧ⲡⓎ⏕๓ ⥅ ⥅) 
࣭ຠᯝ㸪⸆ᐖの☜ㄆ 

2.NC-360 ࢔ࣟࣇブࣝ 
 %7.0:ࣝࢳ࢚ࣉࢵ࣍ࣟࢨ࢟
 
 
[᪥⏘໬Ꮫᕤᴗ]  

ブ࢘ࢻ ୍ᖺ⏕ࢿ࢖⛉㸪ከᖺ⏕ࢿ࢖⛉㞧ⲡ ⥅ ⥅) 
࣭ຠᯝ㸪⸆ᐖの☜ㄆ ブ࢘ࢻ ⸆ᐖ試験 

࢝࢟ ୍ᖺ⏕ࢿ࢖⛉㸪ከᖺ⏕ࢿ࢖⛉㞧ⲡ ᐇ࣭⥅ ᐇ)[࢝ ࢟:୍ ᖺ⏕ࢿ࢖⛉㞧ⲡ㸪ከᖺ⏕ࢿ࢖⛉㞧ⲡ] 

࣭᫓㹼ኟᏘ㸪㞧ⲡ⏕⫱ᮇ(ⲡ୔30cm௨ୗ) 

࣭750㹼1000mL<100L>/10a 

࣭㞧ⲡⱼⴥฎ⌮ 
⥅) 
࣭⸆㔞500mL/10aでのຠᯝ㸪⸆ᐖの☜ㄆ 

ࣔࣔ ୍ᖺ⏕ࢿ࢖⛉㸪ከᖺ⏕ࢿ࢖⛉㞧ⲡ ⥅ ⥅) 
࣭ຠᯝ㸪⸆ᐖの☜ㄆ 

ࣔࣔ ⸆ᐖ試験 

3.SCC-010 ᾮ 
 %18.5:ࢺーࢿࢩ࣍ࣝࢢ
 
 
[᪥ᮏࢧࣟࢢ࢔ーࢫࣅ]  

ブ࢘ࢻ ୍ᖺ⏕㞧ⲡ ⥅ ⥅) 
࣭ຠᯝ㸪⸆ᐖの☜ㄆ ブ࢘ࢻ ከᖺ⏕㞧ⲡ㸪ࢼࢠࢫ 

࢝࢟ ୍ᖺ⏕㞧ⲡ ᐇ࣭⥅ ᐇ)[࢝ ࢟:୍ ᖺ⏕㞧ⲡ㸪ከᖺ⏕㞧ⲡ] 

࣭᫓㹼ኟᏘ㸪㞧ⲡ⏕⫱ᮇ(ⲡ୔30cm௨ୗ) 

୍࣭ᖺ⏕㞧ⲡᑐ㇟;300㹼500mL/10a<100㹼150L/10a> 

ከᖺ⏕㞧ⲡᑐ㇟;500㹼1000mL/10a<100㹼150L/10a> 

࣭㞧ⲡⱼⴥฎ⌮ 

⥅) 

 るຠᯝ㸪⸆ᐖの☜ㄆࡍにᑐࢼࢠࢫ࣭

࢝࢟ ከᖺ⏕㞧ⲡ㸪ࢼࢠࢫ 

࢝࢟ ⸆ᐖ試験 

 

B.⏕⫱ㄪ⠇๣       

⸆ ๣ ྡ  
᭷ຠᡂศࡧࡼ࠾ 

ྵ᭷⋡(%) 
[ጤク⪅] 

స≀ྡ ࡽࡡい ุᐃ ุᐃෆᐜ 

1.AKD-8152 Ỉ⁐ 
 ム࢘ࣜࢺࢼ㓑㓟ࣥࣞࢱࣇࢼ-1

:4.4% 
  [࢘ࣙࢩࢿ࢝ࣟࢢ࢔]

᪥ᮏࢩࢼ ᪂ᲈఙ㛗ᢚไ ⥅ ⥅) 
࣭ຠᯝ㸪⸆ᐖの☜ㄆ 

平成 28 年度落葉果樹関係除草剤・生育調節剤試験 判定一覧
$� 㝖ⲡ剤
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%� ⏕⫱ㄪ⠇剤（ࡁ࡙ࡘ㸧B.⏕⫱ㄪ⠇๣     

⸆ ๣ ྡ  
᭷ຠᡂศࡧࡼ࠾ 

ྵ᭷⋡(%) 
[ጤク⪅] 

స≀ྡ ࡽࡡい ุᐃ ุᐃෆᐜ 

2.AKD-8152 Ỉ⁐ 
࢘ࣜࢺࢼ㓑㓟ࣥࣞࢱࣇࢼ-1
ム:4.4% 
  [࢘ࣙࢩࢿ࢝ࣟࢢ࢔]

 (⥅ ⥅ ᪂ᲈఙ㛗ᢚไ ࢦࣥࣜ

࣭ຠᯝ㸪⸆ᐖの☜ㄆ 

3.AKR-8001 Ỉ࿴ 
 ⣔:25%ࣥࣜࢧ࢟ࣀ࢟
  [࢘ࣙࢩࢿ࢝ࣟࢢ࢔]

 (⥅ ⥅ ᦬ⰼ ࢦࣥࣜ

࣭ຠᯝ㸪⸆ᐖの☜ㄆ 

4.NAC Ỉ࿴ 
NAC:85% 
 
 
  [࢜࢖ࣂࣥࢧࢭ࢞ࢼ]

ࣜ ࣥ ࢦ
ࢡࢵࣁ)
 (ࣥ࢖ࢼ

ຍᕤ⏝ࣜࣥࢦの᦬ᯝ(໭ᾏ㐨;2ᖺ┠) ᐇ࣭⥅ 

(ᚑ᮶

࠾࡝

り) 

ᐇ)[ࣜ  [᦬ᯝ:ࢦࣥ

࣭‶㛤ᚋ2㹼3㐌㛫㡭 

࣭1200ಸ 

࣭散布 

࣭ຠᯝࡀ☜ㄆࢀࡉたရ✀;ᅜග㸪⣚⋢㸪᪫㸪⚃㸪ࡩ

㸪ࢻーࣝࢦࢼࣙࢪる㸪ࡀࡘ㸪༳ᗘ㸪༓⛅㸪ࡘࡴ㸪ࡌ

⋤ᯘ㸪໭ᩯ㸪ࡉんࡉ㸪㝧ග㸪ࣥ࢖ࢼࢡࢵࣁ 

⥅) 

࣭2ᅇฎ⌮でのຠᯝの☜ㄆ 

࣭㡬ⱆⴠⰼᮇでの᦬ᯝຠᯝの☜ㄆ(ຍᕤ⏝ࣜࣥࢦ) 

ⴠⴥᯝᶞ㛵ಀ除ⲡ๣࣭⏕⫱ㄪ⠇๣ 

A.除ⲡ๣     

⸆ ๣ ྡ  
᭷ຠᡂศࡧࡼ࠾ 

ྵ᭷⋡(%) 
[ጤク⪅] 

స≀ྡ ࡽࡡい ุᐃ ุᐃෆᐜ 

1.HCW-201 ࢔ࣟࣇブࣝ 
DCMU:50% 
 
[*ಖᅵ㇂UPL 
໭⯆໬Ꮫᕤᴗ]  

ブ࢘ࢻ ୍ᖺ⏕㞧ⲡ㸪㞧ⲡⓎ⏕๓ ⥅ ⥅) 
࣭ຠᯝ㸪⸆ᐖの☜ㄆ 

ࣔࣔ ୍ᖺ⏕㞧ⲡ㸪㞧ⲡⓎ⏕๓ ⥅ ⥅) 
࣭ຠᯝ㸪⸆ᐖの☜ㄆ 

2.NC-360 ࢔ࣟࣇブࣝ 
 %7.0:ࣝࢳ࢚ࣉࢵ࣍ࣟࢨ࢟
 
 
[᪥⏘໬Ꮫᕤᴗ]  

ブ࢘ࢻ ୍ᖺ⏕ࢿ࢖⛉㸪ከᖺ⏕ࢿ࢖⛉㞧ⲡ ⥅ ⥅) 
࣭ຠᯝ㸪⸆ᐖの☜ㄆ ブ࢘ࢻ ⸆ᐖ試験 

࢝࢟ ୍ᖺ⏕ࢿ࢖⛉㸪ከᖺ⏕ࢿ࢖⛉㞧ⲡ ᐇ࣭⥅ ᐇ)[࢝ ࢟:୍ ᖺ⏕ࢿ࢖⛉㞧ⲡ㸪ከᖺ⏕ࢿ࢖⛉㞧ⲡ] 

࣭᫓㹼ኟᏘ㸪㞧ⲡ⏕⫱ᮇ(ⲡ୔30cm௨ୗ) 

࣭750㹼1000mL<100L>/10a 

࣭㞧ⲡⱼⴥฎ⌮ 
⥅) 
࣭⸆㔞500mL/10aでのຠᯝ㸪⸆ᐖの☜ㄆ 

ࣔࣔ ୍ᖺ⏕ࢿ࢖⛉㸪ከᖺ⏕ࢿ࢖⛉㞧ⲡ ⥅ ⥅) 
࣭ຠᯝ㸪⸆ᐖの☜ㄆ 

ࣔࣔ ⸆ᐖ試験 

3.SCC-010 ᾮ 
 %18.5:ࢺーࢿࢩ࣍ࣝࢢ
 
 
[᪥ᮏࢧࣟࢢ࢔ーࢫࣅ]  

ブ࢘ࢻ ୍ᖺ⏕㞧ⲡ ⥅ ⥅) 
࣭ຠᯝ㸪⸆ᐖの☜ㄆ ブ࢘ࢻ ከᖺ⏕㞧ⲡ㸪ࢼࢠࢫ 

࢝࢟ ୍ᖺ⏕㞧ⲡ ᐇ࣭⥅ ᐇ)[࢝ ࢟:୍ ᖺ⏕㞧ⲡ㸪ከᖺ⏕㞧ⲡ] 

࣭᫓㹼ኟᏘ㸪㞧ⲡ⏕⫱ᮇ(ⲡ୔30cm௨ୗ) 

୍࣭ᖺ⏕㞧ⲡᑐ㇟;300㹼500mL/10a<100㹼150L/10a> 

ከᖺ⏕㞧ⲡᑐ㇟;500㹼1000mL/10a<100㹼150L/10a> 

࣭㞧ⲡⱼⴥฎ⌮ 

⥅) 

 るຠᯝ㸪⸆ᐖの☜ㄆࡍにᑐࢼࢠࢫ࣭

࢝࢟ ከᖺ⏕㞧ⲡ㸪ࢼࢠࢫ 

࢝࢟ ⸆ᐖ試験 

 

B.⏕⫱ㄪ⠇๣       

⸆ ๣ ྡ  
᭷ຠᡂศࡧࡼ࠾ 

ྵ᭷⋡(%) 
[ጤク⪅] 

స≀ྡ ࡽࡡい ุᐃ ุᐃෆᐜ 

1.AKD-8152 Ỉ⁐ 
 ム࢘ࣜࢺࢼ㓑㓟ࣥࣞࢱࣇࢼ-1

:4.4% 
  [࢘ࣙࢩࢿ࢝ࣟࢢ࢔]

᪥ᮏࢩࢼ ᪂ᲈఙ㛗ᢚไ ⥅ ⥅) 
࣭ຠᯝ㸪⸆ᐖの☜ㄆ 

B.⏕⫱ㄪ⠇๣     

⸆ ๣ ྡ  
᭷ຠᡂศࡧࡼ࠾ 

ྵ᭷⋡(%) 
[ጤク⪅] 

స≀ྡ ࡽࡡい ุᐃ ุᐃෆᐜ 

2.AKD-8152 Ỉ⁐ 
࢘ࣜࢺࢼ㓑㓟ࣥࣞࢱࣇࢼ-1
ム:4.4% 
  [࢘ࣙࢩࢿ࢝ࣟࢢ࢔]

 (⥅ ⥅ ᪂ᲈఙ㛗ᢚไ ࢦࣥࣜ

࣭ຠᯝ㸪⸆ᐖの☜ㄆ 

3.AKR-8001 Ỉ࿴ 
 ⣔:25%ࣥࣜࢧ࢟ࣀ࢟
  [࢘ࣙࢩࢿ࢝ࣟࢢ࢔]

 (⥅ ⥅ ᦬ⰼ ࢦࣥࣜ

࣭ຠᯝ㸪⸆ᐖの☜ㄆ 

4.NAC Ỉ࿴ 
NAC:85% 
 
 
  [࢜࢖ࣂࣥࢧࢭ࢞ࢼ]

ࣜ ࣥ ࢦ
ࢡࢵࣁ)
 (ࣥ࢖ࢼ

ຍᕤ⏝ࣜࣥࢦの᦬ᯝ(໭ᾏ㐨;2ᖺ┠) ᐇ࣭⥅ 

(ᚑ᮶

࠾࡝

り) 

ᐇ)[ࣜ  [᦬ᯝ:ࢦࣥ

࣭‶㛤ᚋ2㹼3㐌㛫㡭 

࣭1200ಸ 

࣭散布 

࣭ຠᯝࡀ☜ㄆࢀࡉたရ✀;ᅜග㸪⣚⋢㸪᪫㸪⚃㸪ࡩ

㸪ࢻーࣝࢦࢼࣙࢪる㸪ࡀࡘ㸪༳ᗘ㸪༓⛅㸪ࡘࡴ㸪ࡌ

⋤ᯘ㸪໭ᩯ㸪ࡉんࡉ㸪㝧ග㸪ࣥ࢖ࢼࢡࢵࣁ 

⥅) 

࣭2ᅇฎ⌮でのຠᯝの☜ㄆ 

࣭㡬ⱆⴠⰼᮇでの᦬ᯝຠᯝの☜ㄆ(ຍᕤ⏝ࣜࣥࢦ) 

ⴠⴥᯝᶞ㛵ಀ除ⲡ๣࣭⏕⫱ㄪ⠇๣ 

A.除ⲡ๣     

⸆ ๣ ྡ  
᭷ຠᡂศࡧࡼ࠾ 

ྵ᭷⋡(%) 
[ጤク⪅] 

స≀ྡ ࡽࡡい ุᐃ ุᐃෆᐜ 

1.HCW-201 ࢔ࣟࣇブࣝ 
DCMU:50% 
 
[*ಖᅵ㇂UPL 
໭⯆໬Ꮫᕤᴗ]  

ブ࢘ࢻ ୍ᖺ⏕㞧ⲡ㸪㞧ⲡⓎ⏕๓ ⥅ ⥅) 
࣭ຠᯝ㸪⸆ᐖの☜ㄆ 

ࣔࣔ ୍ᖺ⏕㞧ⲡ㸪㞧ⲡⓎ⏕๓ ⥅ ⥅) 
࣭ຠᯝ㸪⸆ᐖの☜ㄆ 

2.NC-360 ࢔ࣟࣇブࣝ 
 %7.0:ࣝࢳ࢚ࣉࢵ࣍ࣟࢨ࢟
 
 
[᪥⏘໬Ꮫᕤᴗ]  

ブ࢘ࢻ ୍ᖺ⏕ࢿ࢖⛉㸪ከᖺ⏕ࢿ࢖⛉㞧ⲡ ⥅ ⥅) 
࣭ຠᯝ㸪⸆ᐖの☜ㄆ ブ࢘ࢻ ⸆ᐖ試験 

࢝࢟ ୍ᖺ⏕ࢿ࢖⛉㸪ከᖺ⏕ࢿ࢖⛉㞧ⲡ ᐇ࣭⥅ ᐇ)[࢝ ࢟:୍ ᖺ⏕ࢿ࢖⛉㞧ⲡ㸪ከᖺ⏕ࢿ࢖⛉㞧ⲡ] 

࣭᫓㹼ኟᏘ㸪㞧ⲡ⏕⫱ᮇ(ⲡ୔30cm௨ୗ) 

࣭750㹼1000mL<100L>/10a 

࣭㞧ⲡⱼⴥฎ⌮ 
⥅) 
࣭⸆㔞500mL/10aでのຠᯝ㸪⸆ᐖの☜ㄆ 

ࣔࣔ ୍ᖺ⏕ࢿ࢖⛉㸪ከᖺ⏕ࢿ࢖⛉㞧ⲡ ⥅ ⥅) 
࣭ຠᯝ㸪⸆ᐖの☜ㄆ 

ࣔࣔ ⸆ᐖ試験 

3.SCC-010 ᾮ 
 %18.5:ࢺーࢿࢩ࣍ࣝࢢ
 
 
[᪥ᮏࢧࣟࢢ࢔ーࢫࣅ]  

ブ࢘ࢻ ୍ᖺ⏕㞧ⲡ ⥅ ⥅) 
࣭ຠᯝ㸪⸆ᐖの☜ㄆ ブ࢘ࢻ ከᖺ⏕㞧ⲡ㸪ࢼࢠࢫ 

࢝࢟ ୍ᖺ⏕㞧ⲡ ᐇ࣭⥅ ᐇ)[࢝ ࢟:୍ ᖺ⏕㞧ⲡ㸪ከᖺ⏕㞧ⲡ] 

࣭᫓㹼ኟᏘ㸪㞧ⲡ⏕⫱ᮇ(ⲡ୔30cm௨ୗ) 

୍࣭ᖺ⏕㞧ⲡᑐ㇟;300㹼500mL/10a<100㹼150L/10a> 

ከᖺ⏕㞧ⲡᑐ㇟;500㹼1000mL/10a<100㹼150L/10a> 

࣭㞧ⲡⱼⴥฎ⌮ 

⥅) 

 るຠᯝ㸪⸆ᐖの☜ㄆࡍにᑐࢼࢠࢫ࣭

࢝࢟ ከᖺ⏕㞧ⲡ㸪ࢼࢠࢫ 

࢝࢟ ⸆ᐖ試験 

 

B.⏕⫱ㄪ⠇๣       

⸆ ๣ ྡ  
᭷ຠᡂศࡧࡼ࠾ 

ྵ᭷⋡(%) 
[ጤク⪅] 

స≀ྡ ࡽࡡい ุᐃ ุᐃෆᐜ 

1.AKD-8152 Ỉ⁐ 
 ム࢘ࣜࢺࢼ㓑㓟ࣥࣞࢱࣇࢼ-1

:4.4% 
  [࢘ࣙࢩࢿ࢝ࣟࢢ࢔]

᪥ᮏࢩࢼ ᪂ᲈఙ㛗ᢚไ ⥅ ⥅) 
࣭ຠᯝ㸪⸆ᐖの☜ㄆ 
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B.⏕⫱ㄪ⠇๣         

⸆ ๣ ྡ  
᭷ຠᡂศࡧࡼ࠾ 

ྵ᭷⋡(%) 
[ጤク⪅] 

స≀ྡ ࡽࡡい ุᐃ ุᐃෆᐜ 

2.AKR-8002 ᾮ 
ࣜࣉࣀ࣑࢔ࣝࢪࣥ࣋  ࣥ

:3.0% 
 
  [࢘ࣙࢩࢿ࢝ࣟࢢ࢔]

 ࢘ࢺ࢘࢜
(ⱑᮌ) 

᪂ᲈⓎ⏕ಁ㐍 ⥅ ⥅) 
࣭ຠᯝ㸪⸆ᐖの☜ㄆ 

3.KS-102 ᾮ 
S-࢔ブࣥࢪࢩ㓟:10% 
 
 
[*༠࿴Ⓨ㓝࢖ࣂ  ࢜
ఫ཭໬Ꮫ]  

ブ ࢻ ࢘
(ᕧᓠ) 

╔Ⰽಁ㐍 ᐇ࣭⥅ ᐇ)[ブ࢘ࢻ(ᕧᓠ㸪࢜ࣆーࢿ):╔Ⰽಁ㐍] 
࣭╔Ⰽጞᮇ㹼╔Ⰽ㛤ጞ2㐌㛫ᚋ 
࣭500㹼1000ppm 
࣭ᯝᡣ散布 
 
⥅) 
 るຠᯝ㸪ࡅ࠾ー࣐ࣟࣥにࣅ㸪ࣝࢼーࢽーࣥ࢖ࢡ࣭
⸆ᐖの☜ㄆ 

ブ࢘ࢻ 
(ᕧᓠ) 

ಸ㔞⸆ᐖ 

ブ࢘ࢻ 
ー࢜ࣆ)
 (ࢿ

╔Ⰽಁ㐍 

ブ࢘ࢻ 
ー࢜ࣆ)
 (ࢿ

ಸ㔞⸆ᐖ 

4.KT-30S ᾮ 
ࣟࣗࢽ࢙ࣇࣝࣟࢡࣝ࣍  ࣥ

:0.1% 
 
[༠࿴Ⓨ㓝࢜࢖ࣂ]  

ブ࢘ࢻᕧ
ᓠ⣔ 4ಸ
య ရ ✀
(ᕧᓠ) 

╔⢏Ᏻᐃ ⥅ ⥅) 
࣭ຠᯝ㸪⸆ᐖの☜ㄆ 

4.KT-30S ᾮ 
ࣟࣗࢽ࢙ࣇࣝࣟࢡࣝ࣍  ࣥ

:0.1% 
 
[ᒣ᲍┴ᯝᶞ試験ሙ]  

ブ࢘ࢻᕧ
ᓠ⣔ 4ಸ
యရ✀ 
ーࣥ࢖ࢡ)
 (ࢼーࢽ

╔⢏Ᏻᐃ ⥅ ⥅) 
࣭ຠᯝ㸪⸆ᐖの☜ㄆ 

4.KT-30S ᾮ 
ࣟࣗࢽ࢙ࣇࣝࣟࢡࣝ࣍  ࣥ

:0.1% 
 
 
[༠࿴Ⓨ㓝࢜࢖ࣂ]  

ブ࢘ࢻ 2
ಸయḢᕞ
⣔ရ✀ 
ࣥ࢖ࣕࢩ)
ࢵ࢝ࢫ࣐
 (ࢺ

╔⢏Ᏻᐃ ᐇ ᐇ)[ブ࢘ࢻ(ࢺࢵ࢝ࢫ࣐ࣥ࢖ࣕࢩ↓᰾᱂ᇵ):╔⢏Ᏻᐃ] 
࣭㛤ⰼጞめ㹼‶㛤๓ 
࣭2㹼5ppm 
࣭ᾐₕ(ే࡜ࣥࣜࣞ࣋ࢪ⏝) 

4.KT-30S ᾮ 
ࣟࣗࢽ࢙ࣇࣝࣟࢡࣝ࣍  ࣥ

:0.1% 
 
[༓ⴥ┴㎰ᯘ⥲ྜ◊✲ࢱࣥࢭー] 

ࢼࣥ࣍ࢽ
 ࢩ

 (⥅ ⥅ ⑕㍍ῶࡘࡳ
࣭ຠᯝ㸪⸆ᐖの☜ㄆ 

 ⁐Ỉ ࣥࣜࣞ࣋ࢪ.5
 %3.1:ࣥࣜࣞ࣋ࢪ
 
 
[㛗㔝┴ᯝᶞ試験ሙ]  

ブ࢘ࢻ 3
ಸయရ✀
ࣃࣀ࢞ࢼ)
ーࣉ )ࣝ 

ᯝᡣఙ㛗ಁ㐍 ᐇ ᐇ)[ブ࢘ࢻ(ࣃࣀ࢞ࢼーࣝࣉ)] 
࣭ᒎⴥ3㹼5ᯛ᫬ 
࣭3.0㹼5.0ppm 
࣭ⰼᡣ散布 

 ⁐Ỉ ࣥࣜࣞ࣋ࢪ.5
 %3.1:ࣥࣜࣞ࣋ࢪ
 
 
[࿴ḷᒣ┴ᯝᶞ試験ሙ 
  [ᡤ✲◊ࡶࡶ࣭ࡁ࠿

࢝࢟ ⏕⌮ⴠᯝᢚไ(12.5㹼25ppmᣑ኱) ᐇ࣭⥅ 
(ᚑ᮶
࠾࡝
り) 

ᐇ)[࢝ ࢟;ⴠᯝ防Ṇ] 
࣭ ‶㛤10᪥ᚋ 
࣭ 50㹼200ppm(༑ศ㔞) 
࣭ᗂᯝ࡬ࡧࡼ࠾たに散布 
 
࣭ຠᯝの☜ㄆࢀࡉたရ✀;ᐩ᭷㸪⏑⛅㸪᪂⛅㸪᪩⛅㸪
ኴ⛅ 
 
⥅) 
࣭12.5㹼25ppmでのຠᯝ㸪⸆ᐖの☜ㄆ(୰㇂᪩⏕) 

 ሬ布 ࣥࣜࣞ࣋ࢪ.6
 %2.7:ࣥࣜࣞ࣋ࢪ
 
 
[༠࿴Ⓨ㓝࢜࢖ࣂ]  

 [᪂ᲈఙ㛗ಁ㐍:ࣔࣔࢫ](᪂ᲈఙ㛗ಁ㐍 ᐇ࣭⥅ ᐇ ࣔࣔࢫ
࣭㛤ⰼ7᪥๓㹼㛤ⰼᮇ 
࣭100mg/ᯞ 
࣭ⰼⱆᇶ㒊にሬ布 
 
⥅) 
࣭㛤ⰼ14᪥๓㸪‶㛤ᮇにࡅ࠾るຠᯝ㸪⸆ᐖの☜ㄆ 

 

B.⏕⫱ㄪ⠇๣     

⸆ ๣ ྡ  
᭷ຠᡂศࡧࡼ࠾ 

ྵ᭷⋡(%) 
[ጤク⪅] 

స≀ྡ ࡽࡡい ุᐃ ุᐃෆᐜ 

2.AKD-8152 Ỉ⁐ 
࢘ࣜࢺࢼ㓑㓟ࣥࣞࢱࣇࢼ-1
ム:4.4% 
  [࢘ࣙࢩࢿ࢝ࣟࢢ࢔]

 (⥅ ⥅ ᪂ᲈఙ㛗ᢚไ ࢦࣥࣜ

࣭ຠᯝ㸪⸆ᐖの☜ㄆ 

3.AKR-8001 Ỉ࿴ 
 ⣔:25%ࣥࣜࢧ࢟ࣀ࢟
  [࢘ࣙࢩࢿ࢝ࣟࢢ࢔]

 (⥅ ⥅ ᦬ⰼ ࢦࣥࣜ

࣭ຠᯝ㸪⸆ᐖの☜ㄆ 

4.NAC Ỉ࿴ 
NAC:85% 
 
 
  [࢜࢖ࣂࣥࢧࢭ࢞ࢼ]

ࣜ ࣥ ࢦ
ࢡࢵࣁ)
 (ࣥ࢖ࢼ

ຍᕤ⏝ࣜࣥࢦの᦬ᯝ(໭ᾏ㐨;2ᖺ┠) ᐇ࣭⥅ 

(ᚑ᮶

࠾࡝

り) 

ᐇ)[ࣜ  [᦬ᯝ:ࢦࣥ

࣭‶㛤ᚋ2㹼3㐌㛫㡭 

࣭1200ಸ 

࣭散布 

࣭ຠᯝࡀ☜ㄆࢀࡉたရ✀;ᅜග㸪⣚⋢㸪᪫㸪⚃㸪ࡩ

㸪ࢻーࣝࢦࢼࣙࢪる㸪ࡀࡘ㸪༳ᗘ㸪༓⛅㸪ࡘࡴ㸪ࡌ

⋤ᯘ㸪໭ᩯ㸪ࡉんࡉ㸪㝧ග㸪ࣥ࢖ࢼࢡࢵࣁ 

⥅) 

࣭2ᅇฎ⌮でのຠᯝの☜ㄆ 

࣭㡬ⱆⴠⰼᮇでの᦬ᯝຠᯝの☜ㄆ(ຍᕤ⏝ࣜࣥࢦ) 

ⴠⴥᯝᶞ㛵ಀ除ⲡ๣࣭⏕⫱ㄪ⠇๣ 

A.除ⲡ๣     

⸆ ๣ ྡ  
᭷ຠᡂศࡧࡼ࠾ 

ྵ᭷⋡(%) 
[ጤク⪅] 

స≀ྡ ࡽࡡい ุᐃ ุᐃෆᐜ 

1.HCW-201 ࢔ࣟࣇブࣝ 
DCMU:50% 
 
[*ಖᅵ㇂UPL 
໭⯆໬Ꮫᕤᴗ]  

ブ࢘ࢻ ୍ᖺ⏕㞧ⲡ㸪㞧ⲡⓎ⏕๓ ⥅ ⥅) 
࣭ຠᯝ㸪⸆ᐖの☜ㄆ 

ࣔࣔ ୍ᖺ⏕㞧ⲡ㸪㞧ⲡⓎ⏕๓ ⥅ ⥅) 
࣭ຠᯝ㸪⸆ᐖの☜ㄆ 

2.NC-360 ࢔ࣟࣇブࣝ 
 %7.0:ࣝࢳ࢚ࣉࢵ࣍ࣟࢨ࢟
 
 
[᪥⏘໬Ꮫᕤᴗ]  

ブ࢘ࢻ ୍ᖺ⏕ࢿ࢖⛉㸪ከᖺ⏕ࢿ࢖⛉㞧ⲡ ⥅ ⥅) 
࣭ຠᯝ㸪⸆ᐖの☜ㄆ ブ࢘ࢻ ⸆ᐖ試験 

࢝࢟ ୍ᖺ⏕ࢿ࢖⛉㸪ከᖺ⏕ࢿ࢖⛉㞧ⲡ ᐇ࣭⥅ ᐇ)[࢝ ࢟:୍ ᖺ⏕ࢿ࢖⛉㞧ⲡ㸪ከᖺ⏕ࢿ࢖⛉㞧ⲡ] 

࣭᫓㹼ኟᏘ㸪㞧ⲡ⏕⫱ᮇ(ⲡ୔30cm௨ୗ) 

࣭750㹼1000mL<100L>/10a 

࣭㞧ⲡⱼⴥฎ⌮ 
⥅) 
࣭⸆㔞500mL/10aでのຠᯝ㸪⸆ᐖの☜ㄆ 

ࣔࣔ ୍ᖺ⏕ࢿ࢖⛉㸪ከᖺ⏕ࢿ࢖⛉㞧ⲡ ⥅ ⥅) 
࣭ຠᯝ㸪⸆ᐖの☜ㄆ 

ࣔࣔ ⸆ᐖ試験 

3.SCC-010 ᾮ 
 %18.5:ࢺーࢿࢩ࣍ࣝࢢ
 
 
[᪥ᮏࢧࣟࢢ࢔ーࢫࣅ]  

ブ࢘ࢻ ୍ᖺ⏕㞧ⲡ ⥅ ⥅) 
࣭ຠᯝ㸪⸆ᐖの☜ㄆ ブ࢘ࢻ ከᖺ⏕㞧ⲡ㸪ࢼࢠࢫ 

࢝࢟ ୍ᖺ⏕㞧ⲡ ᐇ࣭⥅ ᐇ)[࢝ ࢟:୍ ᖺ⏕㞧ⲡ㸪ከᖺ⏕㞧ⲡ] 

࣭᫓㹼ኟᏘ㸪㞧ⲡ⏕⫱ᮇ(ⲡ୔30cm௨ୗ) 

୍࣭ᖺ⏕㞧ⲡᑐ㇟;300㹼500mL/10a<100㹼150L/10a> 

ከᖺ⏕㞧ⲡᑐ㇟;500㹼1000mL/10a<100㹼150L/10a> 

࣭㞧ⲡⱼⴥฎ⌮ 

⥅) 

 るຠᯝ㸪⸆ᐖの☜ㄆࡍにᑐࢼࢠࢫ࣭

࢝࢟ ከᖺ⏕㞧ⲡ㸪ࢼࢠࢫ 

࢝࢟ ⸆ᐖ試験 

 

B.⏕⫱ㄪ⠇๣       

⸆ ๣ ྡ  
᭷ຠᡂศࡧࡼ࠾ 

ྵ᭷⋡(%) 
[ጤク⪅] 

స≀ྡ ࡽࡡい ุᐃ ุᐃෆᐜ 

1.AKD-8152 Ỉ⁐ 
 ム࢘ࣜࢺࢼ㓑㓟ࣥࣞࢱࣇࢼ-1

:4.4% 
  [࢘ࣙࢩࢿ࢝ࣟࢢ࢔]

᪥ᮏࢩࢼ ᪂ᲈఙ㛗ᢚไ ⥅ ⥅) 
࣭ຠᯝ㸪⸆ᐖの☜ㄆ 

%� ⏕⫱ㄪ⠇剤

B.⏕⫱ㄪ⠇๣     

⸆ ๣ ྡ  
᭷ຠᡂศࡧࡼ࠾ 

ྵ᭷⋡(%) 
[ጤク⪅] 

స≀ྡ ࡽࡡい ุᐃ ุᐃෆᐜ 

2.AKD-8152 Ỉ⁐ 
࢘ࣜࢺࢼ㓑㓟ࣥࣞࢱࣇࢼ-1
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ձͩΑΓڠ˙
˙‌ฏ੒��೥౓২෺ௐઅࡎͷڀݚ։ൃ܎ʹۀࣄΘΔڀݚݧࢼ
՝୊ͷҕୗ

ɹ植෺調節ࡎの有効ར༻，雑草の生理・生態౳のܒڀݚ発を
目的として，本年౓は下記のڀݚݧࢼをڀݚཱࠃ開発๏人，
大学，ಓ෎県のػڀݚݧࢼ関にҕୗしたŇ
ᶃ数種のআ草ࡎ఍߅性雑草における఍߅性੒ཱ要Ҽの解明
（೶ߏػݚɹ中ԝ೶ڀݚۀηンλʔ・ژ౎大学）
ᶄ ਫҴの生育中後期におけるノϏΤ・ϗλϧイの生態の解明と

๷আ方๏の開発（秋ా県೶ݧࢼۀ৔）
ᶅ άリϗαʔト఍߅性ネズϛϜΪ౳の難๷আ雑草の๷আ๏の

開発（Ѫ知県೶ۀ૯߹ݧࢼ৔）
ᶆ ਫҴのాס௚೻栽培におけるলྗ的なআ草体系の֬ （ཱ෱

Ԭ県೶ྛۀ૯߹ݧࢼ৔ɹஜ後分৔）

˙ฏ੒��೥౓ࡶ૲ੜଶٴͼআ૲ݧࢼࡎʹؔ͢Δݚमձͷ։࠵ 
ɹओ࠵ɿ 植調ڠձ，೶ߏػݚɹ中ԝ೶ڀݚۀηンλʔ
ɹ日࣌ɿ ฏ੒29年8月28日（月）～29日（Ր）
ɹ৔所ɿ ೶ߏػݚ ୈ̍ڀݚ本ؗɹ大ձٞࣨ
  （ҵ৓県つ͘ばࢢ），植調ڀݚ所（ҵ৓県ࢢٱڇ）
ɹ対象者ɿ  公ཱ೶ػڀݚݧࢼۀ関，植調ڠձݧࢼ地౳の雑草

๷আݧࢼ୲౰者，関܎೶ༀձࣾ
ɹݚम಺容ɿ
ɹɹߨ （ٛ೶ߏػݚ ୈ̍ڀݚ本ؗɹ大ձٞࣨ）
ɹɹɹਫҴ栽培と雑草生態ٴびその๷আ
ɹɹɹാ࡞෺栽培，थ園地؅理と雑草生態ٴびその๷আ
ɹɹɹআ草ࡎのૅج
ɹɹɹ೶ༀのొ࿥੍౓について
ɹɹɹਫҴ༻আ草ࡎのݧࢼ実ࢪと੒੷のとりまとめ
ɹɹɹാ地，थ園地༻আ草ࡎのݧࢼ実ࢪと੒੷のとりまとめ
ɹɹɹਫҴ༻আ草ࡎ地域ٕज़指ඪについて
ɹɹɹ雑草見本園の見学（中ԝ೶ڀݚۀηンλʔ）
ɹɹɹ現地ݚम（植調ڀݚ所）
ɹɹɹɹ問い߹わͤઌɿ植調ڠձɹࣄ຿ہɹاը՝

ձ౳ͷ͓஌Βͤڀݚ˙
˙γンϙジ΢Ϝʮༀࢪࡎ༻๏Λ͑ߟΔʯͷ͝Ҋ಺
ɹओ࠵ɿ一ൠࣾ団๏人日本植෺๷Ӹڠձ
ɹ日 ɿ࣌ฏ੒29年9月1�日（໦）10�00～1��30
ɹ৔所ɿ日本ڭ育ձ 「ؗ一πڮϗʔϧ」
ɹɹɹ（東ژ౎ઍ୅ా۠一π2-6-2ڮ T&- 03	3230
2831）
ɹϓロάラϜ（ԋ題はԾ題）ɿ
ɹɹༀࢪࡎ༻๏をめ͙る࿦点ɹ（一ࣾ）日本植෺๷Ӹڠձ
ɹɹਫҴの৽しいҠ植栽培๏のల開
ɹɹɹ౻Ԭम（೶ߏػݚ೶ٕۀज़ֵ৽޻学ڀݚηンλʔ）
ɹɹਫҴ初期๷আにおける৽しいཻࢪࡎ༻๏
ɹɹɹࣉԬ （߽.eJKJ SeJka ϑΝϧマ	ג
）
ɹɹ種ࢠॲ理によるলྗ的なༀࢪࡎ༻๏
ɹɹɹ৿୓അ（バイΤϧクロッϓαイΤンε	ג
）
ɹɹാ࡞のىߞ・੊੒形ػの現ঢ়とༀࢪࡎ༻๏
ɹɹɹਂࢁ大հ（೶ߏػݚ中ԝ೶ڀݚۀηンλʔ）
ɹɹ海֎でのༀࢪࡎ༻๏の現ঢ়とࠃ಺΁のద༻における՝題
ɹɹɹਿҪ৴次（シンジΣンλジϟύン	ג
）

広　 　　　場
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ฤूهޙ
ɹ�月߸はバリΤʔシϣンにຬͪたߏ੒です。
ɹ࠷初は大豆のマϧバϧί΢対Ԡの栽培体系の記ࣄで
す。ؼ化アαΨオは，そのためにऩ֭அ೦するะ৔も
ग़てきており，๷আはۓ٤の問題です。
ɹ続いて，植෺の葉をΪザΪザにする෺質に関する記
です。現象の解説もおもしろいのですが，植෺の形ࣄ
態の多様性ڀݚに大き֦͘がってい͘とのことです。
ɹそのほか，花ஃに࡙͘花をࣨ಺でָしむための「花
活布」の঺հや身近なネジバナの分類に関する記ࣄな
どをࡌܝしています。ɹɹɹɹɹɹɹɹɹ  （ฤ集ࢠ）



1292�　植調　Vol.51, No.4(2017)

ձͩΑΓڠ˙
˙‌ฏ੒��೥౓২෺ௐઅࡎͷڀݚ։ൃ܎ʹۀࣄΘΔڀݚݧࢼ
՝୊ͷҕୗ

ɹ植෺調節ࡎの有効ར༻，雑草の生理・生態౳のܒڀݚ発を
目的として，本年౓は下記のڀݚݧࢼをڀݚཱࠃ開発๏人，
大学，ಓ෎県のػڀݚݧࢼ関にҕୗしたŇ
ᶃ数種のআ草ࡎ఍߅性雑草における఍߅性੒ཱ要Ҽの解明
（೶ߏػݚɹ中ԝ೶ڀݚۀηンλʔ・ژ౎大学）
ᶄ ਫҴの生育中後期におけるノϏΤ・ϗλϧイの生態の解明と

๷আ方๏の開発（秋ా県೶ݧࢼۀ৔）
ᶅ άリϗαʔト఍߅性ネズϛϜΪ౳の難๷আ雑草の๷আ๏の

開発（Ѫ知県೶ۀ૯߹ݧࢼ৔）
ᶆ ਫҴのాס௚೻栽培におけるলྗ的なআ草体系の֬ （ཱ෱

Ԭ県೶ྛۀ૯߹ݧࢼ৔ɹஜ後分৔）

˙ฏ੒��೥౓ࡶ૲ੜଶٴͼআ૲ݧࢼࡎʹؔ͢Δݚमձͷ։࠵ 
ɹओ࠵ɿ 植調ڠձ，೶ߏػݚɹ中ԝ೶ڀݚۀηンλʔ
ɹ日࣌ɿ ฏ੒29年8月28日（月）～29日（Ր）
ɹ৔所ɿ ೶ߏػݚ ୈ̍ڀݚ本ؗɹ大ձٞࣨ
  （ҵ৓県つ͘ばࢢ），植調ڀݚ所（ҵ৓県ࢢٱڇ）
ɹ対象者ɿ  公ཱ೶ػڀݚݧࢼۀ関，植調ڠձݧࢼ地౳の雑草

๷আݧࢼ୲౰者，関܎೶ༀձࣾ
ɹݚम಺容ɿ
ɹɹߨ （ٛ೶ߏػݚ ୈ̍ڀݚ本ؗɹ大ձٞࣨ）
ɹɹɹਫҴ栽培と雑草生態ٴびその๷আ
ɹɹɹാ࡞෺栽培，थ園地؅理と雑草生態ٴびその๷আ
ɹɹɹআ草ࡎのૅج
ɹɹɹ೶ༀのొ࿥੍౓について
ɹɹɹਫҴ༻আ草ࡎのݧࢼ実ࢪと੒੷のとりまとめ
ɹɹɹാ地，थ園地༻আ草ࡎのݧࢼ実ࢪと੒੷のとりまとめ
ɹɹɹਫҴ༻আ草ࡎ地域ٕज़指ඪについて
ɹɹɹ雑草見本園の見学（中ԝ೶ڀݚۀηンλʔ）
ɹɹɹ現地ݚम（植調ڀݚ所）
ɹɹɹɹ問い߹わͤઌɿ植調ڠձɹࣄ຿ہɹاը՝

ձ౳ͷ͓஌Βͤڀݚ˙
˙γンϙジ΢Ϝʮༀࢪࡎ༻๏Λ͑ߟΔʯͷ͝Ҋ಺
ɹओ࠵ɿ一ൠࣾ団๏人日本植෺๷Ӹڠձ
ɹ日 ɿ࣌ฏ੒29年9月1�日（໦）10�00～1��30
ɹ৔所ɿ日本ڭ育ձ 「ؗ一πڮϗʔϧ」
ɹɹɹ（東ژ౎ઍ୅ా۠一π2-6-2ڮ T&- 03	3230
2831）
ɹϓロάラϜ（ԋ題はԾ題）ɿ
ɹɹༀࢪࡎ༻๏をめ͙る࿦点ɹ（一ࣾ）日本植෺๷Ӹڠձ
ɹɹਫҴの৽しいҠ植栽培๏のల開
ɹɹɹ౻Ԭम（೶ߏػݚ೶ٕۀज़ֵ৽޻学ڀݚηンλʔ）
ɹɹਫҴ初期๷আにおける৽しいཻࢪࡎ༻๏
ɹɹɹࣉԬ （߽.eJKJ SeJka ϑΝϧマ	ג
）
ɹɹ種ࢠॲ理によるলྗ的なༀࢪࡎ༻๏
ɹɹɹ৿୓അ（バイΤϧクロッϓαイΤンε	ג
）
ɹɹാ࡞のىߞ・੊੒形ػの現ঢ়とༀࢪࡎ༻๏
ɹɹɹਂࢁ大հ（೶ߏػݚ中ԝ೶ڀݚۀηンλʔ）
ɹɹ海֎でのༀࢪࡎ༻๏の現ঢ়とࠃ಺΁のద༻における՝題
ɹɹɹਿҪ৴次（シンジΣンλジϟύン	ג
）

広　 　　　場

植調第 51巻　第 4号

■ 発　行 平成 29 年 7 月 14 日
■ 編集・発行 公益財団法人日本植物調節剤研究協会
	 東京都台東区台東 1丁目 26番 6号
	 T&- (03)3832-4188　FAX	(03)3833-1807
■ 発行人 宮下　淸貴
■ 印　刷 ㈲ネットワン

© Japan Association for Advancement of Phyto-Regulators (JAPR) 2016

取　扱　株式会社全国農村教育協会
　　　　〒110-0016　東京都台東区台東1-26-6 (植調会館)
 T&- (03)3833-1821

ฤूهޙ
ɹ�月߸はバリΤʔシϣンにຬͪたߏ੒です。
ɹ࠷初は大豆のマϧバϧί΢対Ԡの栽培体系の記ࣄで
す。ؼ化アαΨオは，そのためにऩ֭அ೦するะ৔も
ग़てきており，๷আはۓ٤の問題です。
ɹ続いて，植෺の葉をΪザΪザにする෺質に関する記
です。現象の解説もおもしろいのですが，植෺の形ࣄ
態の多様性ڀݚに大き֦͘がってい͘とのことです。
ɹそのほか，花ஃに࡙͘花をࣨ಺でָしむための「花
活布」の঺հや身近なネジバナの分類に関する記ࣄな
どをࡌܝしています。ɹɹɹɹɹɹɹɹɹ  （ฤ集ࢠ）

　2�



1302�　植調　Vol.51, No.4(2017)



1312�　植調　Vol.51, No.4(2017) 　2�

ࠩ͠ସ͑༧ఆ



1322�　植調　Vol.51, No.4(2017)



2�　植調　Vol.51, No.4(2017)






